
・第５次日出町総合計画を策定しました
・第 32回城下かれい祭りが開催されました
・�写真は、城下かれい祭りでの『漁船遊覧』の様子

今月の内容
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第
５
次
日
出
町
総
合
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
日
出
町
は
、
人
口
減
少
、
少
子
化
・
高
齢

化
の
進
行
、
地
方
分
権
・
地
方
創
生
の
更
な

る
進
展
な
ど
、
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
37
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
『
第

５
次
日
出
町
総
合
計
画
』を
策
定
し
ま
し
た
。

　
総
合
計
画
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
行
財
政

運
営
の
指
針
と
し
て
基
本
的
な
政
策
お
よ
び

そ
の
施
策
の
方
向
性
を
定
め
た
も
の
で
あ

り
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
最
上
位

計
画
と
し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　
第
５
次
日
出
町
総
合
計
画
は
、『
基
本
構

想
』
お
よ
び
『
基
本
計
画
』
か
ら
構
成
さ
れ

て
お
り
（
図
表
１
）、
そ
の
期
間
は
平
成
28

年
度
か
ら
平
成
37
年
度
ま
で
の
10
年
間
と
し

て
い
ま
す
。

　『
基
本
構
想
』
と
は
、
平
成
37
年
度
を
目

標
年
度
と
し
、
10
年
後
に
目
指
す
ま
ち
の
将

来
像
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
の
た
め

の
基
本
的
政
策
や
推
進
方
針
を
定
め
た
『
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
』
と
な
る
も
の
で
す
。

　『
基
本
計
画
』
と
は
、
基
本
構
想
に
定
め

平成27年度　28,058人

0-14歳 3,977人

15-64歳 15,968人

不詳 76人
65歳以上 8,506人

平成37年度　27,765人

0-14歳 3,888人

15-64歳 15,371人

65歳以上 8,506人

た
『
ま
ち
の
将
来
像
』
を
実
現
す
る
た
め
に

必
要
な
方
針
や
施
策
を
、
分
野
ご
と
に
具
体

的
か
つ
体
系
的
に
示
す
も
の
で
す
。
な
お
、

基
本
計
画
期
間
の
中
間
時
に
は
検
証
お
よ
び

見
直
し
を
行
い
ま
す
（
図
表
２
）。

　
ま
た
、
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
町
の

今
後
の
人
口
の
動
き
に
つ
い
て
将
来
人
口
を

推
計
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
９
月
に
策
定
し
た
『
日
出
町
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
』
に
お
い
て
は
、
今
後
の
人
口

減
少
社
会
の
到
来
お
よ
び
少
子
化
の
進
行
に

対
応
し
た
施
策
を
講
じ
、
合
計
特
殊
出
生
率

や
定
住
人
口
の
増
加
な
ど
目
標
数
値
を
設
定

し
た
う
え
で
将
来
人
口
を
推
計
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
『
日
出
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
か
ら
、

こ
の
基
本
構
想
の
満
了
を
迎
え
る
平
成
37
年

度
の
将
来
人
口
の
推
計
を
２
万
７
７
６
５

人
（
平
成
27
年
国
勢
調
査
人
口
と
の
比
較
、

２
９
３
人
減
少
）
と
し
ま
す
（
図
表
３
）。

図表３　将来人口の推計

図表１　日出町総合計画の構成

図表２　基本構想および基本計画の期間

まちの将来像
『住むことに喜びを感じるまち』
～安心して暮らせて活力が実感できるまちづくり～

Ⅰ　健やかで安らかに暮らせるまちをつくる
　　【健康・福祉】
　１　健康づくりの推進
　２　地域福祉の充実
　３　高齢者福祉の充実
　４　障がい者福祉の充実
　５　様々な課題を持つ人・世帯への支援
　６　子育て支援の充実
　７　社会保障制度の健全な運営

Ⅴ　自然と都市機能が調和したまちをつくる
　　【自然・生活環境】
１　自然環境の保全
２　地球温暖化対策の推進
３　良好な生活環境の保全
４　上水道の整備
５　下水道の整備・生活排水対策の推進
６　計画的な土地利用の推進
７　快適な住環境・景観づくりの推進
８　道路整備の推進
９　公共交通の利便性の向上

Ⅱ　未来に続く人と文化を育むまちをつくる
　　【教育・文化】
１　幼稚園教育の充実
２　義務教育の充実
３　生涯学習の充実
４　歴史・文化的資源の保存・活用
５　芸術・文化・スポーツ活動の振興

Ⅲ　安全・安心な生活を守るまちをつくる
　　【防災・防犯】
１　防災体制の確立
２　消防・救急体制の充実
３　町民生活の安全性の向上

Ⅳ　産業振興により活力あるまちをつくる
　　【産業振興】
１　農林業の振興
２　水産業の振興
３　商工業の振興
４　観光産業の振興
５　雇用対策

Ⅵ　人のつながりを大切にするまちをつくる
　　【人権・協働】
１　人権を尊重する社会づくり
２　地域コミュニティの活性化
３　町民と協働のまちづくり
４　多文化共生・自治体間交流の推進
５　男女共同参画社会の確立

Ⅶ　生活に役立ち信頼される行政をつくる
　　【行財政運営】
１　効率的・効果的な行政運営の推進
２　持続可能な財政運営の推進
３　広報広聴の充実
４　広域連携、多様な主体との連携の推進
５　適正な組織の構築と人材の育成・確保

◇　重点プロジェクト
１　安心の暮らしづくりプロジェクト
２　まちの活力アッププロジェクト

◎『重点プロジェクト』とは
基本的政策間や基本計画中の基本的施策・事業間の
連携・一体化による相乗的・効果的な施策を展開し、
基本計画前半期に注力しようとするものです。

基本的政策
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４
月
23
日
、
豊
岡
、
日
出
、
藤
原
、

大
神
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
小
学
校
で

地
区
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
天
候
は
快
晴
で
、
春
の
や
さ

し
い
日
差
し
の
中
、
多
く
の
地
区
住
民

が
集
ま
り
、
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
藤
原
地
区
で
は
、
パ
ン
食
い
競
争
や

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ビ
ン
釣
り
競
争
な
ど
が

行
わ
れ
、
頑
張
る
参
加
者
に
声
援
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
パ
ン
食
い
競
争
に
参
加
し
た
藤
原
中

部
区
の
後
藤
庄
太
郎
さ
ん
は
「
パ
ン
を

口
で
取
る
の
に
苦
労
し
た
が
、
そ
の
後

の
全
力
疾
走
で
気
持
ち
良
く
ゴ
ー
ル
で

き
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
は
地
震
の
影
響
で
開
催
で
き
な

か
っ
た
地
区
体
育
祭
で
す
が
、
今
年
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
ら
は
気
持

ち
よ
い
汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
。

好
天
の
中
で
歓
声
が
響
く

町
内
各
地
区
で
体
育
祭
が
開
催盛り上がっていたパン食い競争（藤原）

　
人
間
魚
雷
『
回
天
』
は
、
太
平
洋
戦

争
末
期
に
開
発
さ
れ
た
、
人
間
が
操
縦

す
る
魚
雷
で
、
敵
艦
に
体
当
た
り
攻
撃

を
行
う
作
戦
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
、
牧
の
内
区
に
は
『
回
天
』
の

訓
練
基
地
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
で
多
く

の
若
者
が
命
が
け
の
訓
練
を
受
け
ま
し

た
。
基
地
跡
地
に
建
立
さ
れ
た
回
天
神

社
は
、
回
天
作
戦
で
の
戦
没
者
を
祀
る

神
社
と
し
て
は
全
国
で
た
だ
１
つ
で

す
。

　
神
社
で
は
毎
年
、
例
祭
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
３
年
に
１
度
行
わ
れ
る
例

大
祭
で
は
、
特
攻
隊
員
ら
を
悼
ん
で
全

国
か
ら
参
列
者
が
集
ま
り
ま
す
。

　
大
神
回
天
会
の
松
本
智
さ
と
る

会
長
は
、

あ
い
さ
つ
の
中
で
「
今
年
で
終
戦
72
年

を
迎
え
る
。
回
天
作
戦
に
殉
じ
た
戦
没

者
を
祀
る
回
天
神
社
が
、
こ
れ
か
ら
も

永
く
守
り
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
祈
願

す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

例大祭の様子

特
攻
兵
器
・
人
間
魚
雷
『
回
天
』

回
天
神
社
で
例
大
祭

　
　
　
　特
攻
隊
員
ら
を
追
悼

　
４
月
25
日
、
大
神
牧
の
内
区
に
あ
る

回
天
神
社
で
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り

ほ
ほ
え
み
広
場
が
開
所

　
ほ
ほ
え
み
広
場
の
開
所
セ
レ
モ
ニ
ー

が
、
４
月
18
日
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ほ
ほ
え
み
広
場
は
、
地
域
の
高
齢
者

ら
の
『
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
』
を

目
的
と
し
、
気
軽
に
通
え
る
地
域
交
流

の
場
と
し
て
開
所
し
ま
し
た
。

　
４
月
21
日
に
は
、
第
１
回
目
と
し
て

『
お
り
が
み
教
室
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
参
加
者
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
に
教
わ
り
な
が
ら
、
お
り
が
み

で
こ
い
の
ぼ
り
を
作
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
友
人
同
士
で
参
加
し
た
望
月

孝
子
さ
ん
と
三
ヶ
尻
暁
美
さ
ん
は
「
と

て
も
楽
し
か
っ
た
。
今
日
作
っ
た
こ
い

の
ぼ
り
は
家
で
飾
り
た
い
。
こ
れ
か
ら

も
参
加
し
た
い
と
思
う
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

おりがみでこいのぼりを作る参加者ら

回天実物大模型（回天記念公園）

HIJI  TOWN  TOPICS

まちの話題
４月～５月

日出町 facebook も確認！

日出町フェイスブック

行
政
相
談
員
と
し
て
尽
力

北
野
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈

県
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
切
磋
琢
磨

日
出
中
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会コンクール課題曲を演奏する部員ら

　
日
出
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏

会
が
、
５
月
５
日
、
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
吹
奏
楽
部
は
、
７
月
に
開
催
さ

れ
る
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
金
賞

獲
得
と
九
州
大
会
へ
の
出
場
を
め
ざ

し
、
練
習
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
演
奏
会
で
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲

の
『
マ
ー
チ
・
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
・
ロ
ー

ド
』
を
は
じ
め
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
か
ら

流
行
の
ポ
ッ
プ
ス
曲
ま
で
様
々
な
楽
曲

が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
披
露
さ
れ
る

な
か
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
富
ん
だ
部
員

ら
の
見
事
な
演
奏
ぶ
り
に
多
く
の
来
場

者
が
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

感謝状を持つ北野さん（中央）

大
分
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
出
町
選
手
団

　結
団
式

　
５
月
15
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

第
12
回
大
分
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
出
場
す
る
日
出
町
選
手
団
（
岡
部

忠
夫
団
長
以
下
58
名
）
の
結
団
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
岡
部
団
長
は
「
日
出
町
選
手
団
は
毎

年
す
ば
ら
し
い
成
績
を
残
し
て
い
る
。

今
年
も
さ
ら
な
る
挑
戦
を
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
本
田
町
長
は
「
練

習
の
成
果
を
大
会
で
発
揮
す
る
と
と
も

に
、
他
地
域
の
選
手
ら
と
も
交
流
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
の
言
葉

を
贈
り
ま
し
た
。

　
選
手
団
を
代
表
し
て
、
宿し
ゅ
く
り利

勉
選
手

（
陸
上
）
が
選
手
宣
誓
。「
全
力
で
プ

レ
ー
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　
選
手
ら
は
、
陸
上
の
他
、
水
泳
・
卓

球
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
に
出
場
し

ま
す
。

結団式に出席した選手ら

　
４
月
26
日
、
町
の
元
行
政
相
談
員
・

北
野
琿て
る
ひ
こ彦

さ
ん
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
が

町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
北
野
さ
ん
は
行
政
相
談
員
を
14
年
間

務
め
、
定
期
的
に
開
か
れ
る
行
政
相
談

室
で
は
、
悩
み
を
持
っ
て
訪
れ
る
住
民

の
声
を
聴
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
き

ま
し
た
。

　
大
分
行
政
評
価
事
務
所
の
福
澤
秀
雄

所
長
か
ら
総
務
大
臣
感
謝
状
が
手
渡
さ

れ
、
立
ち
会
っ
た
本
田
町
長
は
「
長
年

に
わ
た
り
住
民
と
行
政
の
橋
渡
し
役
を

務
め
て
い
た
だ
き
、
厚
く
感
謝
し
た

い
」
と
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　「
相
談
内
容
の
中
に
は
遺
産
相
続
な

ど
デ
リ
ケ
ー
ト
な
も
の
も
あ
り
、
助
言

す
る
に
あ
た
っ
て
気
を
使
う
こ
と
も

あ
っ
た
」
と
、こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、

北
野
さ
ん
は
話
し
ま
し
た
。

HIJI  TOWN  TOPICS

記事が入ります

2017.6 ④

大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
！

マ
コ
ガ
レ
イ
の
稚
魚
を
放
流

稚魚を放流する豊岡小の児童ら

　
５
月
17
日
、
豊
岡
地
区
の
島
山
児
童

公
園
下
の
海
岸
で
、
豊
岡
小
学
校
の
児

童
ら
に
よ
り
、
マ
コ
ガ
レ
イ
の
稚
魚
約

１
１
０
０
匹
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
放
流
事
業
は
、『
城
下
か
れ
い
』

の
漁
獲
量
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
、
県

漁
協
日
出
支
店
豊
岡
地
区
が
実
施
し
た

も
の
で
す
。
同
地
区
が
独
自
に
実
施
す

る
の
は
今
回
が
は
じ
め
て
。

　
放
流
に
参
加
し
た
５
年
生
の
脇
屋

開か
い
ち智

さ
ん
は
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

放
流
し
た
稚
魚
が
立
派
な
『
城
下
か
れ

い
』
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
」

と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
放
流
が
終
わ
っ
た
後
、
当
事
業
に

協
賛
し
た
㈱
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ソ
ー

ラ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ジ
ェ
フ
・
ロ

イ
社
長
か
ら
、
児
童
ら
一
人
ひ
と
り
に

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。



　
４
月
23
日
、
豊
岡
、
日
出
、
藤
原
、

大
神
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
小
学
校
で

地
区
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
天
候
は
快
晴
で
、
春
の
や
さ

し
い
日
差
し
の
中
、
多
く
の
地
区
住
民

が
集
ま
り
、
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
藤
原
地
区
で
は
、
パ
ン
食
い
競
争
や

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ビ
ン
釣
り
競
争
な
ど
が

行
わ
れ
、
頑
張
る
参
加
者
に
声
援
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
パ
ン
食
い
競
争
に
参
加
し
た
藤
原
中

部
区
の
後
藤
庄
太
郎
さ
ん
は
「
パ
ン
を

口
で
取
る
の
に
苦
労
し
た
が
、
そ
の
後

の
全
力
疾
走
で
気
持
ち
良
く
ゴ
ー
ル
で

き
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
は
地
震
の
影
響
で
開
催
で
き
な

か
っ
た
地
区
体
育
祭
で
す
が
、
今
年
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
ら
は
気
持

ち
よ
い
汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
。

好
天
の
中
で
歓
声
が
響
く

町
内
各
地
区
で
体
育
祭
が
開
催盛り上がっていたパン食い競争（藤原）

　
人
間
魚
雷
『
回
天
』
は
、
太
平
洋
戦

争
末
期
に
開
発
さ
れ
た
、
人
間
が
操
縦

す
る
魚
雷
で
、
敵
艦
に
体
当
た
り
攻
撃

を
行
う
作
戦
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
、
牧
の
内
区
に
は
『
回
天
』
の

訓
練
基
地
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
で
多
く

の
若
者
が
命
が
け
の
訓
練
を
受
け
ま
し

た
。
基
地
跡
地
に
建
立
さ
れ
た
回
天
神

社
は
、
回
天
作
戦
で
の
戦
没
者
を
祀
る

神
社
と
し
て
は
全
国
で
た
だ
１
つ
で

す
。

　
神
社
で
は
毎
年
、
例
祭
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
３
年
に
１
度
行
わ
れ
る
例

大
祭
で
は
、
特
攻
隊
員
ら
を
悼
ん
で
全

国
か
ら
参
列
者
が
集
ま
り
ま
す
。

　
大
神
回
天
会
の
松
本
智
さ
と
る

会
長
は
、

あ
い
さ
つ
の
中
で
「
今
年
で
終
戦
72
年

を
迎
え
る
。
回
天
作
戦
に
殉
じ
た
戦
没

者
を
祀
る
回
天
神
社
が
、
こ
れ
か
ら
も

永
く
守
り
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
祈
願

す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

例大祭の様子

特
攻
兵
器
・
人
間
魚
雷
『
回
天
』

回
天
神
社
で
例
大
祭

　
　
　
　特
攻
隊
員
ら
を
追
悼

　
４
月
25
日
、
大
神
牧
の
内
区
に
あ
る

回
天
神
社
で
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り

ほ
ほ
え
み
広
場
が
開
所

　
ほ
ほ
え
み
広
場
の
開
所
セ
レ
モ
ニ
ー

が
、
４
月
18
日
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ほ
ほ
え
み
広
場
は
、
地
域
の
高
齢
者

ら
の
『
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
』
を

目
的
と
し
、
気
軽
に
通
え
る
地
域
交
流

の
場
と
し
て
開
所
し
ま
し
た
。

　
４
月
21
日
に
は
、
第
１
回
目
と
し
て

『
お
り
が
み
教
室
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
参
加
者
ら
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
に
教
わ
り
な
が
ら
、
お
り
が
み

で
こ
い
の
ぼ
り
を
作
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
友
人
同
士
で
参
加
し
た
望
月

孝
子
さ
ん
と
三
ヶ
尻
暁
美
さ
ん
は
「
と

て
も
楽
し
か
っ
た
。
今
日
作
っ
た
こ
い

の
ぼ
り
は
家
で
飾
り
た
い
。
こ
れ
か
ら

も
参
加
し
た
い
と
思
う
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

おりがみでこいのぼりを作る参加者ら

回天実物大模型（回天記念公園）

HIJI  TOWN  TOPICS

まちの話題
４月～５月

日出町 facebook も確認！

日出町フェイスブック

行
政
相
談
員
と
し
て
尽
力

北
野
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈

県
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
切
磋
琢
磨

日
出
中
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会コンクール課題曲を演奏する部員ら

　
日
出
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏

会
が
、
５
月
５
日
、
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
吹
奏
楽
部
は
、
７
月
に
開
催
さ

れ
る
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
金
賞

獲
得
と
九
州
大
会
へ
の
出
場
を
め
ざ

し
、
練
習
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
演
奏
会
で
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
曲

の
『
マ
ー
チ
・
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
・
ロ
ー

ド
』
を
は
じ
め
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
か
ら

流
行
の
ポ
ッ
プ
ス
曲
ま
で
様
々
な
楽
曲

が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
披
露
さ
れ
る

な
か
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
富
ん
だ
部
員

ら
の
見
事
な
演
奏
ぶ
り
に
多
く
の
来
場

者
が
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

感謝状を持つ北野さん（中央）

大
分
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
出
町
選
手
団

　結
団
式

　
５
月
15
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

第
12
回
大
分
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
出
場
す
る
日
出
町
選
手
団
（
岡
部

忠
夫
団
長
以
下
58
名
）
の
結
団
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
岡
部
団
長
は
「
日
出
町
選
手
団
は
毎

年
す
ば
ら
し
い
成
績
を
残
し
て
い
る
。

今
年
も
さ
ら
な
る
挑
戦
を
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
本
田
町
長
は
「
練

習
の
成
果
を
大
会
で
発
揮
す
る
と
と
も

に
、
他
地
域
の
選
手
ら
と
も
交
流
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
の
言
葉

を
贈
り
ま
し
た
。

　
選
手
団
を
代
表
し
て
、
宿し
ゅ
く
り利

勉
選
手

（
陸
上
）
が
選
手
宣
誓
。「
全
力
で
プ

レ
ー
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　
選
手
ら
は
、
陸
上
の
他
、
水
泳
・
卓

球
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
に
出
場
し

ま
す
。

結団式に出席した選手ら

　
４
月
26
日
、
町
の
元
行
政
相
談
員
・

北
野
琿て
る
ひ
こ彦

さ
ん
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
が

町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
北
野
さ
ん
は
行
政
相
談
員
を
14
年
間

務
め
、
定
期
的
に
開
か
れ
る
行
政
相
談

室
で
は
、
悩
み
を
持
っ
て
訪
れ
る
住
民

の
声
を
聴
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
き

ま
し
た
。

　
大
分
行
政
評
価
事
務
所
の
福
澤
秀
雄

所
長
か
ら
総
務
大
臣
感
謝
状
が
手
渡
さ

れ
、
立
ち
会
っ
た
本
田
町
長
は
「
長
年

に
わ
た
り
住
民
と
行
政
の
橋
渡
し
役
を

務
め
て
い
た
だ
き
、
厚
く
感
謝
し
た

い
」
と
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　「
相
談
内
容
の
中
に
は
遺
産
相
続
な

ど
デ
リ
ケ
ー
ト
な
も
の
も
あ
り
、
助
言

す
る
に
あ
た
っ
て
気
を
使
う
こ
と
も

あ
っ
た
」
と
、こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、

北
野
さ
ん
は
話
し
ま
し
た
。

HIJI  TOWN  TOPICS

記事が入ります

2017.6⑤

大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
！

マ
コ
ガ
レ
イ
の
稚
魚
を
放
流

稚魚を放流する豊岡小の児童ら

　
５
月
17
日
、
豊
岡
地
区
の
島
山
児
童

公
園
下
の
海
岸
で
、
豊
岡
小
学
校
の
児

童
ら
に
よ
り
、
マ
コ
ガ
レ
イ
の
稚
魚
約

１
１
０
０
匹
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
放
流
事
業
は
、『
城
下
か
れ
い
』

の
漁
獲
量
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
、
県

漁
協
日
出
支
店
豊
岡
地
区
が
実
施
し
た

も
の
で
す
。
同
地
区
が
独
自
に
実
施
す

る
の
は
今
回
が
は
じ
め
て
。

　
放
流
に
参
加
し
た
５
年
生
の
脇
屋

開か
い
ち智

さ
ん
は
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

放
流
し
た
稚
魚
が
立
派
な
『
城
下
か
れ

い
』
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
」

と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
放
流
が
終
わ
っ
た
後
、
当
事
業
に

協
賛
し
た
㈱
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ソ
ー

ラ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ジ
ェ
フ
・
ロ

イ
社
長
か
ら
、
児
童
ら
一
人
ひ
と
り
に

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。



HIJI  TOWN  TOPICS

　
５
月
13
・
14
日
、
第
32
回
城
下
か
れ

い
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両
日
と

も
好
天
に
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら
延
べ

約
４
万
９
０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し

た
。

　
13
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

に
よ
り
祭
り
が
開
幕
。
そ
の
後
に
行
わ

れ
た
『
も
ち
ま
き
』
で
は
、
日
出
町
消

防
団
ら
多
く
の
人
た
ち
が
朝
か
ら
準
備

し
た
も
ち
米
１
６
０
㌔
分
の
も
ち
が
ま

か
れ
ま
し
た
。

　
祭
り
の
一
番
の
目
玉
は
、
町
内
料
理

店
に
て
限
定
の
料
理
を
楽
し
め
る
『
城

下
か
れ
い
賞
味
会
』。
今
年
か
ら
料
理

の
内
容
が
以
前
の
も
の
よ
り
も
豪
華
に

な
り
、
完
全
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。

２
日
間
あ
わ
せ
て
の
食
数
は
約
９
０
０

食
。
当
日
、
家
族
３
名
で
訪
れ
て
い
た

大
分
市
の
大お
お
つ
る鶴
朱あ
け
み美
さ
ん
は
「
お
祭
り

に
来
た
の
も
、
城
下
か
れ
い
を
口
に
す

る
の
も
今
回
が
初
め
て
。
味
の
方
は
最

高
。
来
年
も
訪
れ
た
い
」
と
嬉
し
そ
う

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
か
ら
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
が
復
活
。
二
の
丸
館
の
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
町
の
ふ
る
さ
と
親
善
大
使
で

あ
る
河か
わ
ち内
明
美
さ
ん
、
速は
や
み水
映え
い
と人
さ
ん

の
歌
謡
シ
ョ
ー
や
、
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
ら

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
会
場
を
賑
わ

し
て
い
ま
し
た
。

　
日
出
漁
港
で
は
恒
例
の
『
漁
師
の
味

ひ
ろ
ば
』
や
『
漁
船
遊
覧
』『
お
魚
つ

か
み
取
り
』
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。『
お
魚
つ
か
み
取
り
』
で
は
、
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
逃
げ
回
る
魚
を

一
生
懸
命
に
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

な
か
に
は
『
大
漁
』
だ
っ
た
子
も
。

　
他
に
も
２
日
間
に
わ
た
り
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会

場
で
来
場
者
ら
の
楽
し
そ
う
な
歓
声
が

響
い
て
い
ま
し
た
。①「がんばってとったよ！」（『お魚つかみ取り』）

②「最高のお味です！」（『城下かれい賞味会』）
③「きねが重いけどがんばる！」（『消防団もちつき』）
④「大きくなって帰ってきてね！」（『稚魚放流』）
⑤「新鮮なブリが美味です！」（『漁師の味ひろば』）
⑥「ヨッ！」（『河内明美オンステージ』）

今年も盛大に開催されました。
ご来場ありがとうございました。

①

②

③ ④

⑤ ⑥

　『城下かれい祭り』が終わった後も、まだまだ楽しめ
る城下かれい。城下かれいが最も美味しい時期である５
月～７月にわたり、『食べて！当てて！城下かれいキャ
ンペーン』を今年も開催しています。
　キャンペーンでは、町内の対象店舗で城下かれい料理
を食べ、おみやげ品を購入し、それぞれスタンプを集め
ると、『華麗（かれい）なる賞品』が当たる抽選会に応
募できます。

【キャンペーン参加方法】
　①�『城下かれい料理』を対象店舗で食べる。
　　⇒スタンプゲット！
　②『おみやげ品』を対象店舗で 500 円以上購入する。
　　⇒スタンプゲット！
　①②を両方満たすと応募が可能です。
※�応募はがきが印刷されているキャンペーンチラシは、
対象店舗、二の丸館などで配布しております。
※�対象店舗など詳細な情報は、観光協会ホームページを
ご覧いただくか、チラシをご入手のうえ、ご確認くだ
さい。

　　■問合先
　　日出町観光協会　☎ 72-4255

華かれい麗
なる賞品が当たるキャンペ

ーン
開催

！

ひじはく　好評開催中です！
　５月 26日（金）に開催された『お寺でエキゾチッ
クな食事会』（西教寺）を皮切りに、今年のひじは
くが開幕しました（７月 30日（日）まで）。
　６月以降も様々な企画を催します。誘

いざな

い人や他
の参加者らと語らいながら、とっておきの時間を
過ごしてみませんか？
　プランなどの詳細は、ひじはくのホームページ
をご覧になるか、日出町観光協会（☎ 72-4255）
へお問い合わせください。※各プランは予約制

■日時　　６月６日（火）、７月４日（火）
　　　　　10時～ 13時（２回とも）
■場所　　深見記念館（二の丸館横）
■料金　　3,000 円
　　　　　（材料費、希望者用の持ち帰り容器代含む）
■持ち物　�エプロンと手拭きタオル
■定員　　各 10名（２日前までに要予約）�
■予約・問合先� 日出町観光協会　☎ 72-4255

城下かれいの
デコ巻きと
練りきり作り

■日時　　６月 18日（日）19時～ 20時

　　　　　７月 16日（日）７時 30分～８時 30分

■場所　　掲
ぎゃていじ

諦寺（日出町豊岡 3460）

■料金　　800 円（お茶、お茶菓子付き）

■定員　　各 15名（３日前までに要予約）�

■予約・問合先� 掲諦寺　☎ 72-2166

座禅と茶禅一味
～無の境地へ～

■日時　　６月 24日（土）、７月 22日（土）
� 　18 時～ 20時 30分（２回とも）
■場所　　大神漁港（日出町大神 5418）
■料金　　5,000 円（鱧しゃぶ付き）
■定員　　各 24名（３日前までに要予約）
■予約・問合先� 日出町観光協会　☎ 72-4255
※荒天・高波浪時は中止します。
※参加人数が５名に満たない場合も中止します。

鱧
はも

しゃぶと
別府湾ナイトクルーズ

2017.6 ⑥
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催
さ
れ
ま
し
た
。
両
日
と

も
好
天
に
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら
延
べ

約
４
万
９
０
０
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。
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初
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で
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催
さ
れ
ま
し

た
。『
お
魚
つ
か
み
取
り
』
で
は
、
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
逃
げ
回
る
魚
を

一
生
懸
命
に
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

な
か
に
は
『
大
漁
』
だ
っ
た
子
も
。

　
他
に
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に
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り
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く
の
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催
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、
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の
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で
来
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な
歓
声
が

響
い
て
い
ま
し
た
。①「がんばってとったよ！」（『お魚つかみ取り』）

②「最高のお味です！」（『城下かれい賞味会』）
③「きねが重いけどがんばる！」（『消防団もちつき』）
④「大きくなって帰ってきてね！」（『稚魚放流』）
⑤「新鮮なブリが美味です！」（『漁師の味ひろば』）
⑥「ヨッ！」（『河内明美オンステージ』）

今年も盛大に開催されました。
ご来場ありがとうございました。

①

②

③ ④

⑤ ⑥

　『城下かれい祭り』が終わった後も、まだまだ楽しめ
る城下かれい。城下かれいが最も美味しい時期である５
月～７月にわたり、『食べて！当てて！城下かれいキャ
ンペーン』を今年も開催しています。
　キャンペーンでは、町内の対象店舗で城下かれい料理
を食べ、おみやげ品を購入し、それぞれスタンプを集め
ると、『華麗（かれい）なる賞品』が当たる抽選会に応
募できます。

【キャンペーン参加方法】
　①�『城下かれい料理』を対象店舗で食べる。
　　⇒スタンプゲット！
　②『おみやげ品』を対象店舗で 500 円以上購入する。
　　⇒スタンプゲット！
　①②を両方満たすと応募が可能です。
※�応募はがきが印刷されているキャンペーンチラシは、
対象店舗、二の丸館などで配布しております。
※�対象店舗など詳細な情報は、観光協会ホームページを
ご覧いただくか、チラシをご入手のうえ、ご確認くだ
さい。

　　■問合先
　　日出町観光協会　☎ 72-4255

華かれい麗
なる賞品が当たるキャンペ

ーン
開催

！

ひじはく　好評開催中です！
　５月 26日（金）に開催された『お寺でエキゾチッ
クな食事会』（西教寺）を皮切りに、今年のひじは
くが開幕しました（７月 30日（日）まで）。
　６月以降も様々な企画を催します。誘

いざな

い人や他
の参加者らと語らいながら、とっておきの時間を
過ごしてみませんか？
　プランなどの詳細は、ひじはくのホームページ
をご覧になるか、日出町観光協会（☎ 72-4255）
へお問い合わせください。※各プランは予約制

■日時　　６月６日（火）、７月４日（火）
　　　　　10時～ 13時（２回とも）
■場所　　深見記念館（二の丸館横）
■料金　　3,000 円
　　　　　（材料費、希望者用の持ち帰り容器代含む）
■持ち物　�エプロンと手拭きタオル
■定員　　各 10名（２日前までに要予約）�
■予約・問合先� 日出町観光協会　☎ 72-4255

城下かれいの
デコ巻きと
練りきり作り

■日時　　６月 18日（日）19時～ 20時

　　　　　７月 16日（日）７時 30分～８時 30分

■場所　　掲
ぎゃていじ

諦寺（日出町豊岡 3460）

■料金　　800 円（お茶、お茶菓子付き）

■定員　　各 15名（３日前までに要予約）�

■予約・問合先� 掲諦寺　☎ 72-2166

座禅と茶禅一味
～無の境地へ～

■日時　　６月 24日（土）、７月 22日（土）
� 　18 時～ 20時 30分（２回とも）
■場所　　大神漁港（日出町大神 5418）
■料金　　5,000 円（鱧しゃぶ付き）
■定員　　各 24名（３日前までに要予約）
■予約・問合先� 日出町観光協会　☎ 72-4255
※荒天・高波浪時は中止します。
※参加人数が５名に満たない場合も中止します。
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▼
身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談
会

　
肢
体
不
自
由
、
聴
覚
障
が
い
の
身
体

障
害
者
手
帳
交
付
の
た
め
の
診
断
、
補

装
具
費
支
給
・
適
合
判
定
、
そ
の
他
身

体
障
が
い
に
係
る
総
合
的
な
相
談
に
応

じ
る
巡
回
相
談
会
を
県
が
実
施
し
ま

す
。

■
日
時
　
７
月
６
日
（
木
）

　
肢
体
　
12
時
～

　
聴
覚
　
13
時
30
分
～

■�

場
所
　
杵
築
市
文
化
体
育
館

■
対
象
者

①�

肢
体
不
自
由
、
聴
覚
障
が
い
の
身
体

障
害
者
手
帳
の
新
規
交
付
を
受
け
た

い
方
、
等
級
の
変
更
を
受
け
た
い
方

②�

義
肢
、
装
具
、
車
い
す
、
補
聴
器
等

の
補
装
具
費
の
支
給
を
受
け
た
い
方

③�

補
装
具
が
、
処
方
ど
お
り
製
作
及
び

調
整
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
確
認
す

る
適
合
判
定
を
受
け
た
い
方

※�

当
相
談
会
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を

希
望
さ
れ
る
方
は
６
月
22
日
（
木
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
福
祉
対
策
課
障
害
福
祉
係

☎
73
‐
３
１
２
６

▼�

全
国
一
斉
『
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
』
相
談
強
化
週
間

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
お
話
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
り
ま

す
。

■
日
時

　
６
月
26
日
（
月
）
～
７
月
２
日
（
日
）

　
平
日
　
８
時
30
分
～
19
時

　
土
日
　
10
時
～
17
時

■
電
話

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　（
全
国
共
通
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※�

Ｉ
ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ

ん
。

※�

Ｉ
Ｐ
電
話
の
方
は
、
０
９
７
‐

５
３
２
‐
３
３
６
８
（
法
務
局
人
権

擁
護
課
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■�
相
談
内
容
　
学
校
に
お
け
る
い
じ
め

や
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も

の
人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と
全
般

■
問
合
先

　
大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
３
６
８

※�

大
分
地
方
法
務
局
で
は
、
平
日
８
時

30
分
～
17
時
15
分
ま
で
『
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
』
に
よ
り
、
常
時
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼�

中
央
公
民
館
主
催
教
室

　『
美
術
・
芸
術
・
文
化
観
賞
教
室
』

■
開
催
日
　
７
月
８
日
（
土
）
10
時
～

17
時
（
予
定
）

■
研
修
先

　
久
留
米
市
美
術
館

　「
夢
の
美
術
館

－

め
ぐ
り
あ
う
名
画
た
ち
」

　土地開発公社所有の土地の有効活用を図るため、６月から日出駅前駐車場（旧日出クリニック跡地）を『月極駐車

場』として貸し出します。利用を希望される方は、所定の申込書に必要事項を記載のうえ、土地開発公社事務局（財

政課管財係）まで提出をお願いします。

　なお、申込書は財政課に備え付けのほか、町のホームページからダウンロードすることもできます。

【受付期間】　６月１日（木）から受付開始　※募集台数に達し次第、締め切らせていただきます。

【募集台数】　11台程度　※申し込み先着順とします。

【応募資格】　町内、町外を問わず申し込み可

　　　　　　※個人、法人（個人商店）も問いません。

【利用料金】　月額 4,000 円

　　　　　　※１年以内の長期申し込みも可能です。

【注意事項】　・利用できる自動車は、普通自動車、小型自動

　　　　　　　車（２輪車は除く）および軽自動車です。

　　　　　　�・故意または過失により施設を損傷したときは、

　　　　　　　利用者が賠償しなければなりません。

　　　　　　�・駐車場内での事故、トラブルについては、一　

　　　　　　　切責任を負えませんのでご了承ください。

【問 合 先】　　土地開発公社事務局（財政課管財係）　☎ 73-3153

土地開発公社駐車場の利用者募集

町営駐車場案内図

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

※
一
時
間
程
度
学
芸
員
の
話
を
聞
き
ま
す

■�

集
合
場
所
　
中
央
公
民
館
集
合
後
、

研
修
バ
ス
に
乗
車

■�

受
付
期
間
　
６
月
５
日
（
月
）
～
６

月
23
日
（
金
）

■�

費
用
　
事
務
連
絡
費
・
美
術
館
入
場

料
・
特
別
展
示
料
・
昼
食
代
な
ど
の

費
用
は
各
自
負
担

■
定
員
　
25
名

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
対
象
　
町
内
在
住
の
方

■
申
込
・
問
合
先
　
中
央
公
民
館

☎
72
‐
８
６
０
８

▼�

農
業
関
係
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

（
１
）
機
構
集
積
協
力
金
事
業
（
国
庫
）

　�

農
地
中
間
管
理
機
構
（
以
下
『
機
構
』

と
い
う
）
を
通
し
て
農
地
の
利
用
権

設
定
を
行
う
場
合
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

■
対
象
者

　�

新
規
に
10
年
以
上
、
機
構
を
通
し
て

他
の
農
業
者
へ
貸
付
け
た
方
や
地
域

■
支
援
内
容

◇
地
域
集
積
協
力
金

　�

地
域
内
の
農
地
を
一
定
割
合
以
上
貸

し
付
け
た
地
域
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

◇
経
営
転
換
協
力
金

　�

農
業
を
や
め
る
場
合
な
ど
に
全
農
地

を
貸
付
け
た
方
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

◇
耕
作
者
集
積
協
力
金

　�

機
構
が
借
受
け
た
農
地
に
隣
接
し
た

農
地
な
ど
を
貸
付
け
た
方
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

※�

農
地
中
間
管
理
機
構
…
農
地
を
借
り

受
け
て
希
望
者
へ
の
貸
付
を
行
う
公

的
機
関

（
２
）�

大
分
県
農
地
集
積
担
い
手
交
付

金
事
業
（
県
単
）

　�

新
た
に
連
た
ん
し
た
農
地
を
、
機

構
を
経
由
し
て
５
年
以
上
借
り
受
け

た
方
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

■
対
象
者

　
認
定
農
業
者
・
認
定
新
規
就
農
者
等

■
支
援
内
容
　
２
万
円
／
10
㌃

（
３
）�

経
営
規
模
拡
大
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
事
業
（
町
単
）

　�

新
た
に
農
地
の
利
用
権
設
定
を
通
し

て
経
営
拡
大
に
取
り
組
む
農
家
の
方

な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

■
対
象
者

　�

町
内
に
住
所
を
有
し
、
新
規
に
６
年

間
以
上
の
利
用
権
を
設
定
し
、
作
物

を
生
産
す
る
方
な
ど

■
支
援
内
容

◇
農
地
流
動
化
支
援

　
地
権
者
：
５
０
０
０
円
／
10
㌃

　
耕
作
者
：
２
万
円
／
10
㌃

◇
再
生
利
用
支
援

　�（
耕
作
放
棄
地
に
対
し
て
利
用
権
を
設
定
）

　
耕
作
者
：
２
万
円
／�

10
㌃

◇
経
営
安
定
支
援

　�

概
ね
１
㌶
以
上
利
用
権
を
設
定
し
た

耕
作
者
の
方
に
対
し
て
、
農
業
用
機

械
設
備
な
ど
の
購
入
費
用
を
助
成
し

ま
す
。
助
成
額
は
、
価
格
の
１
／
２

以
内
（
上
限
２
０
０
万
円
）
で
す
。

　（４
）�

農
業
土
木
工
事
な
ど
に
対
す
る

補
助
（
町
単
）

①�

共
同
管
理
を
行
う
農
業
用
施
設
の
改

修
お
よ
び
新
設
な
ど
の
農
業
土
木
工

事
に
対
す
る
補
助

■
補
助
条
件

　�

２
人
以
上
で
管
理
し
て
い
る
農
業
水

路
・
農
道
・
た
め
池
・
頭
首
工
等
の

農
業
用
施
設
の
改
修
・
新
設
に
係
る

工
事
費
が
実
費
10
万
円
以
上
の
工
事

■
補
助
内
容

　�

工
事
費
に
対
す
る
６
割
以
内
（
補
助

額
の
上
限
は
１
０
０
万
円
と
す
る
）

の
補
助

②�

災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農
地
及

び
農
業
用
施
設
の
復
旧
工
事
に
対
す

る
補
助

■
補
助
条
件

　�

復
旧
工
事
に
係
る
費
用
が
１
箇
所
あ

た
り
５
万
円
以
上
40
万
円
未
満
（
町

査
定
）
の
工
事

■
補
助
内
容

　�

工
事
費
に
対
す
る
３
割
以
内
（
補
助

額
の
上
限
は
12
万
円
と
す
る
）
の
補
助

※�

復
旧
工
事
に
係
る
費
用
が
１
箇
所
あ

た
り
40
万
円
以
上
の
も
の
は
、
国
庫

補
助
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
別
途
協
議
が
必
要

で
す
。

③
原
材
料
支
給

　�

共
同
管
理
を
行
う
農
業
用
施
設
の
補

修
お
よ
び
改
修
作
業
に
対
す
る
補
助

■
支
援
条
件

　�

現
在
耕
作
に
利
用
さ
れ
、
２
人
以
上

の
名
で
共
同
理
管
理
さ
れ
て
い
る
農

業
用
施
設
で
あ
る
こ
と

■
支
援
内
容

　�

水
路
や
農
道
の
補
修
お
よ
び
改
修
に

必
要
な
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
砕
石
な

ど
の
原
材
料
の
支
給

※�

地
元
区
長
か
ら
の
申
請
が
必
要
で

す
。

■
問
合
先
　
農
林
水
産
課

☎
73
‐
３
１
２
７

2017.6 ⑧



▼
身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談
会

　
肢
体
不
自
由
、
聴
覚
障
が
い
の
身
体

障
害
者
手
帳
交
付
の
た
め
の
診
断
、
補

装
具
費
支
給
・
適
合
判
定
、
そ
の
他
身

体
障
が
い
に
係
る
総
合
的
な
相
談
に
応

じ
る
巡
回
相
談
会
を
県
が
実
施
し
ま

す
。

■
日
時
　
７
月
６
日
（
木
）

　
肢
体
　
12
時
～

　
聴
覚
　
13
時
30
分
～

■�

場
所
　
杵
築
市
文
化
体
育
館

■
対
象
者

①�

肢
体
不
自
由
、
聴
覚
障
が
い
の
身
体

障
害
者
手
帳
の
新
規
交
付
を
受
け
た

い
方
、
等
級
の
変
更
を
受
け
た
い
方

②�

義
肢
、
装
具
、
車
い
す
、
補
聴
器
等

の
補
装
具
費
の
支
給
を
受
け
た
い
方

③�

補
装
具
が
、
処
方
ど
お
り
製
作
及
び

調
整
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
確
認
す

る
適
合
判
定
を
受
け
た
い
方

※�

当
相
談
会
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を

希
望
さ
れ
る
方
は
６
月
22
日
（
木
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
福
祉
対
策
課
障
害
福
祉
係

☎
73
‐
３
１
２
６

▼�

全
国
一
斉
『
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
』
相
談
強
化
週
間

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
お
話
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
り
ま

す
。

■
日
時

　
６
月
26
日
（
月
）
～
７
月
２
日
（
日
）

　
平
日
　
８
時
30
分
～
19
時

　
土
日
　
10
時
～
17
時

■
電
話

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

　（
全
国
共
通
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※�

Ｉ
ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ

ん
。

※�

Ｉ
Ｐ
電
話
の
方
は
、
０
９
７
‐

５
３
２
‐
３
３
６
８
（
法
務
局
人
権

擁
護
課
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■�

相
談
内
容
　
学
校
に
お
け
る
い
じ
め

や
体
罰
、
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も

の
人
権
問
題
に
関
す
る
こ
と
全
般

■
問
合
先

　
大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
３
６
８

※�

大
分
地
方
法
務
局
で
は
、
平
日
８
時

30
分
～
17
時
15
分
ま
で
『
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
』
に
よ
り
、
常
時
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼�

中
央
公
民
館
主
催
教
室

　『
美
術
・
芸
術
・
文
化
観
賞
教
室
』

■
開
催
日
　
７
月
８
日
（
土
）
10
時
～

17
時
（
予
定
）

■
研
修
先

　
久
留
米
市
美
術
館

　「
夢
の
美
術
館

－

め
ぐ
り
あ
う
名
画
た
ち
」

　土地開発公社所有の土地の有効活用を図るため、６月から日出駅前駐車場（旧日出クリニック跡地）を『月極駐車

場』として貸し出します。利用を希望される方は、所定の申込書に必要事項を記載のうえ、土地開発公社事務局（財

政課管財係）まで提出をお願いします。

　なお、申込書は財政課に備え付けのほか、町のホームページからダウンロードすることもできます。

【受付期間】　６月１日（木）から受付開始　※募集台数に達し次第、締め切らせていただきます。

【募集台数】　11台程度　※申し込み先着順とします。

【応募資格】　町内、町外を問わず申し込み可

　　　　　　※個人、法人（個人商店）も問いません。

【利用料金】　月額 4,000 円

　　　　　　※１年以内の長期申し込みも可能です。

【注意事項】　・利用できる自動車は、普通自動車、小型自動

　　　　　　　車（２輪車は除く）および軽自動車です。

　　　　　　�・故意または過失により施設を損傷したときは、

　　　　　　　利用者が賠償しなければなりません。

　　　　　　�・駐車場内での事故、トラブルについては、一　

　　　　　　　切責任を負えませんのでご了承ください。

【問 合 先】　　土地開発公社事務局（財政課管財係）　☎ 73-3153

土地開発公社駐車場の利用者募集

町営駐車場案内図

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

※
一
時
間
程
度
学
芸
員
の
話
を
聞
き
ま
す

■�
集
合
場
所
　
中
央
公
民
館
集
合
後
、

研
修
バ
ス
に
乗
車

■�

受
付
期
間
　
６
月
５
日
（
月
）
～
６

月
23
日
（
金
）

■�

費
用
　
事
務
連
絡
費
・
美
術
館
入
場

料
・
特
別
展
示
料
・
昼
食
代
な
ど
の

費
用
は
各
自
負
担

■
定
員
　
25
名

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
対
象
　
町
内
在
住
の
方

■
申
込
・
問
合
先
　
中
央
公
民
館

☎
72
‐
８
６
０
８

▼�

農
業
関
係
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

（
１
）
機
構
集
積
協
力
金
事
業
（
国
庫
）

　�

農
地
中
間
管
理
機
構
（
以
下
『
機
構
』

と
い
う
）
を
通
し
て
農
地
の
利
用
権

設
定
を
行
う
場
合
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

■
対
象
者

　�

新
規
に
10
年
以
上
、
機
構
を
通
し
て

他
の
農
業
者
へ
貸
付
け
た
方
や
地
域

■
支
援
内
容

◇
地
域
集
積
協
力
金

　�

地
域
内
の
農
地
を
一
定
割
合
以
上
貸

し
付
け
た
地
域
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

◇
経
営
転
換
協
力
金

　�

農
業
を
や
め
る
場
合
な
ど
に
全
農
地

を
貸
付
け
た
方
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

◇
耕
作
者
集
積
協
力
金

　�

機
構
が
借
受
け
た
農
地
に
隣
接
し
た

農
地
な
ど
を
貸
付
け
た
方
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

※�

農
地
中
間
管
理
機
構
…
農
地
を
借
り

受
け
て
希
望
者
へ
の
貸
付
を
行
う
公

的
機
関

（
２
）�

大
分
県
農
地
集
積
担
い
手
交
付

金
事
業
（
県
単
）

　�
新
た
に
連
た
ん
し
た
農
地
を
、
機

構
を
経
由
し
て
５
年
以
上
借
り
受
け

た
方
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

■
対
象
者

　
認
定
農
業
者
・
認
定
新
規
就
農
者
等

■
支
援
内
容
　
２
万
円
／
10
㌃

（
３
）�

経
営
規
模
拡
大
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
事
業
（
町
単
）

　�

新
た
に
農
地
の
利
用
権
設
定
を
通
し

て
経
営
拡
大
に
取
り
組
む
農
家
の
方

な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

■
対
象
者

　�

町
内
に
住
所
を
有
し
、
新
規
に
６
年

間
以
上
の
利
用
権
を
設
定
し
、
作
物

を
生
産
す
る
方
な
ど

■
支
援
内
容

◇
農
地
流
動
化
支
援

　
地
権
者
：
５
０
０
０
円
／
10
㌃

　
耕
作
者
：
２
万
円
／
10
㌃

◇
再
生
利
用
支
援

　�（
耕
作
放
棄
地
に
対
し
て
利
用
権
を
設
定
）

　
耕
作
者
：
２
万
円
／�

10
㌃

◇
経
営
安
定
支
援

　�

概
ね
１
㌶
以
上
利
用
権
を
設
定
し
た

耕
作
者
の
方
に
対
し
て
、
農
業
用
機

械
設
備
な
ど
の
購
入
費
用
を
助
成
し

ま
す
。
助
成
額
は
、
価
格
の
１
／
２

以
内
（
上
限
２
０
０
万
円
）
で
す
。

　（４
）�

農
業
土
木
工
事
な
ど
に
対
す
る

補
助
（
町
単
）

①�

共
同
管
理
を
行
う
農
業
用
施
設
の
改

修
お
よ
び
新
設
な
ど
の
農
業
土
木
工

事
に
対
す
る
補
助

■
補
助
条
件

　�

２
人
以
上
で
管
理
し
て
い
る
農
業
水

路
・
農
道
・
た
め
池
・
頭
首
工
等
の

農
業
用
施
設
の
改
修
・
新
設
に
係
る

工
事
費
が
実
費
10
万
円
以
上
の
工
事

■
補
助
内
容

　�

工
事
費
に
対
す
る
６
割
以
内
（
補
助

額
の
上
限
は
１
０
０
万
円
と
す
る
）

の
補
助

②�
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農
地
及

び
農
業
用
施
設
の
復
旧
工
事
に
対
す

る
補
助

■
補
助
条
件

　�

復
旧
工
事
に
係
る
費
用
が
１
箇
所
あ

た
り
５
万
円
以
上
40
万
円
未
満
（
町

査
定
）
の
工
事

■
補
助
内
容

　�

工
事
費
に
対
す
る
３
割
以
内
（
補
助

額
の
上
限
は
12
万
円
と
す
る
）
の
補
助

※�

復
旧
工
事
に
係
る
費
用
が
１
箇
所
あ

た
り
40
万
円
以
上
の
も
の
は
、
国
庫

補
助
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
別
途
協
議
が
必
要

で
す
。

③
原
材
料
支
給

　�

共
同
管
理
を
行
う
農
業
用
施
設
の
補

修
お
よ
び
改
修
作
業
に
対
す
る
補
助

■
支
援
条
件

　�

現
在
耕
作
に
利
用
さ
れ
、
２
人
以
上

の
名
で
共
同
理
管
理
さ
れ
て
い
る
農

業
用
施
設
で
あ
る
こ
と

■
支
援
内
容

　�

水
路
や
農
道
の
補
修
お
よ
び
改
修
に

必
要
な
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
砕
石
な

ど
の
原
材
料
の
支
給

※�

地
元
区
長
か
ら
の
申
請
が
必
要
で

す
。

■
問
合
先
　
農
林
水
産
課

☎
73
‐
３
１
２
７
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▼�
農
業
に
関
す
る
日
本
型
直
接
支
払
制

度
の
紹
介

※�

事
業
実
施
に
あ
た
り
、
国
と
の
協
議

が
必
要
な
た
め
、
次
年
度
以
降
に
取

組
が
可
能
な
事
業
が
対
象
で
す
。

（
１
）
多
面
的
機
能
支
払
制
度

　�

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
と
は
、
農

用
地
、
水
路
、
農
道
、
た
め
池
な
ど

の
地
域
資
源
の
保
全
管
理
に
対
す
る

共
同
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
交
付

金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

■�

集
落
協
定
の
締
結

　�

協
定
の
対
象
と
な
る
農
用
地
に
お

い
て
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
を
防
止

し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
な
農

業
生
産
活
動
を
可
能
と
す
る
こ
と
に

よ
り
、
集
落
の
持
つ
多
面
的
機
能
の

確
保
を
図
る
た
め
、
関
係
者
が
一
致

協
力
し
て
今
後
５
年
間
に
取
組
む
べ

き
事
項
に
つ
い
て
定
め
て
も
ら
い
ま

す
。

■
活
動
内
容

◇�

農
業
用
施
設
の
保
全
管
理
の
た
め
の

基
礎
的
保
全
活
動
（
法
面
・
水
路
・

農
道
・
た
め
池
の
草
刈
り
、
泥
上
げ
）

◇�

水
路
、農
道
な
ど
の
軽
微
な
補
修（
水

路
の
目
地
詰
め
、
路
肩
の
補
修
、
鳥

獣
防
護
柵
の
補
修
）

◇�

多
面
的
機
能
を
増
進
す
る
活
動
（
農

業
の
伝
統
的
文
化
を
通
じ
た
交
流
活

動
な
ど
）

（
２
）
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

　�

中
山
間
地
域
な
ど
の
農
業
生
産
条
件

が
不
利
な
地
域
に
お
い
て
、
農
用
地

を
維
持
・
管
理
し
て
い
く
為
の
協
定

を
締
結
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
農
業
を

行
う
農
業
者
の
方
々
に
対
し
て
、
協

定
の
対
象
と
す
る
農
地
の
面
積
に
応

じ
て
交
付
金
を
交
付
す
る
制
度
で

す
。

■�

集
落
協
定
の
締
結

　�

維
持
・
管
理
の
対
象
と
な
る
農
用
地

や
、
具
体
的
な
活
動
内
容
、
交
付
金

の
使
途
等
今
後
５
年
間
に
取
組
む
べ

き
事
項
に
つ
い
て
取
決
め
を
行
い
、

事
業
に
参
加
す
る
農
業
者
の
方
々
で

締
結
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
活
動
内
容

◇�

農
業
生
産
活
動
な
ど
（
耕
作
放
棄
地

の
発
生
防
止
活
動
、
水
路
・
農
道
な

ど
の
管
理
活
動
）

◇�

多
面
的
機
能
を
増
進
す
る
活
動
（
周

辺
林
地
の
管
理
、
景
観
作
物
の
作
付

け
な
ど
）

（
３
）
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
制
度

　�

化
学
肥
料
・
農
薬
を
通
常
栽
培
よ
り

５
割
低
減
し
、
自
然
環
境
に
や
さ
し

い
農
業
を
行
う
方
を
支
援
し
ま
す
。

■
対
象
者

◇�

化
学
肥
料
・
農
薬
の
５
割
低
減
の
取

組
を
行
う
方

◇�

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
て
い

る
方

◇�

２
戸
以
上
の
規
約
を
有
す
る
農
業
者

団
体

※�

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
…
環
境
保
全
型
農

業
を
推
進
す
る
た
め
に
土
づ
く
り
や

化
学
肥
料
及
び
農
薬
の
使
用
低
減
計

画
に
つ
い
て
、
県
知
事
の
認
定
を
受

け
た
農
業
者
の
こ
と

　
　
　

※�

各
制
度
の
助
成
額
に
つ
い
て
は
、
取

組
内
容
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

※�

そ
の
他
事
業
や
事
業
毎
の
要
件
に
つ

い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
農
林
水
産
課

☎
73
‐
３
１
２
７

▼�

初
心
者
狩
猟
講
習
会

（
１
）
わ
な
猟
（
２
回
開
催
）

【
１
回
目
】

■
開
催
日
　
７
月
17
日
（
月
・
祝
）

■�

場
所
　
大
分
県
林
業
会
館
（
大
分
市

古
国
府
字
内
山
）

■�
受
講
申
込
受
付
期
間

　
７
月
１
日
（
土
）
～
８
日
（
土
）

■
受
講
料
　
８
０
０
０
円

【
２
回
目
】

■
開
催
日
　
７
月
30
日
（
日
）

■�

場
所
　
神
楽
会
館
（
豊
後
大
野
市
清

川
町
）

■�

受
講
申
込
受
付
期
間

　
７
月
９
日
（
日
）
～
18
日
（
火
）

■
受
講
料
　
８
０
０
０
円

（
２
）
第
一
種
銃
猟
お
よ
び
第
二
種
銃
猟

■�

開
催
日
時
　
７
月
22
日
（
土
）・
23

日
（
日
）
２
日
間
　

■�

場
所
　
大
分
県
猟
友
会
（
大
分
市
顕

徳
町
）

■�

受
講
申
込
受
付
期
間

　
７
月
１
日
（
土
）
～
８
日
（
土
）

■�

受
講
料
　
１
万
２
０
０
０
円

■�

申
込
・
問
合
先

　
日
出
町
猟
友
会
事
務
局

☎
０
８
０
‐
８
５
５
９
‐
４
４
４
１

▼�

日
出
町
戦
没
者
追
悼
式

■
開
催
日
時

　
７
月
４
日
（
火
）
10
時
30
分
開
式

■
場
所
　
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

※�

遺
族
会
会
員
に
は
遺
族
会
よ
り
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
遺
族
会

に
加
入
し
て
い
な
い
ご
遺
族
で
、
参

列
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

戦
没
者
と
は
『
昭
和
12
年
の
日
中
戦

争
以
降
の
軍
人
・
軍
属
・
準
軍
属
で
、

戦
争
が
原
因
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
』

で
す
。

■
問
合
先
　
福
祉
対
策
課
地
域
福
祉
係

☎
73
‐
３
１
２
１

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

６月１日～７日は水道週間です。
第 59回��水道週間スローガン

『　あたりまえ　そんなみずこそ　たからもの　』
　『安心安全な水』その信頼にお応えするため、
日出町では定期的な水質検査や老朽管の更新事業
を行っています。
　これからも、皆さまに安心してご使用いただけ
るよう努めてまいります。
　水は私たちの生活に欠かすことのできない大切
な資源です。無駄なく使いましょう。

・蛇口はしっかり閉めましょう。
・漏水チェックのため、水道メーターを定期的に
確認しましょう。

■問合先　上下水道課　　☎ 73-3134

観光ボランティアガイド
募集！

　歴史ある日出町で、あなたもボランティアガ
イドとして活躍してみませんか？

■募集期間　6 月 1 日（木）～７月 31 日（月）

■このような意欲のある方を募集いたします。
・いきいきと活躍できる場がほしい。
・ 町外からのお客様に町の良さを知ってもらい

たい。
・いろいろな人と交流したい。
・自分の持つ知識・情報を役立てたい。

※資格・年齢制限など一切不問です。
※ 一定期間の研修の後、認定ボランティアガイ

ドとして活動していただきます。
※外国語の話せる方も募集しております。

■申込先・問合先
ひじ まち歩きガイドの会
事務局　日出町観光協会　
☎ 72-4255

国民年金保険料後納制度

　過去５年以内に国民年金保険料の納め忘れ
の期間のある方は、お申込みにより、平成
27 年 10 月から平成 30 年９月までの３年間
に限り、国民年金保険料を納めることができ
る期間が、過去２年から５年に延長されてい
ます。

　過去５年以内の保険料を納めていただくこ
とで、将来の年金額を増やしたり、年金の受
給権につなげることができるようになります

（３年度以上遡って保険料を納付するときは、
当時の保険料に加算金がつきます）。

　納め忘れのある方はご相談下さい。

※ 後納制度は事前の申し込みが必要ですが、
審査の結果、後納制度による納付をご利用
いただけない場合があります。

■問合先
住民課　年金係　☎ 73-3122
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制
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国
と
の
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議
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必
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め
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次
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が
可
能
な
事
業
が
対
象
で
す
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の
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を
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、
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も
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、
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公
民
館
ホ
ー
ル

※�

遺
族
会
会
員
に
は
遺
族
会
よ
り
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
遺
族
会

に
加
入
し
て
い
な
い
ご
遺
族
で
、
参

列
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

戦
没
者
と
は
『
昭
和
12
年
の
日
中
戦

争
以
降
の
軍
人
・
軍
属
・
準
軍
属
で
、

戦
争
が
原
因
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
』

で
す
。

■
問
合
先
　
福
祉
対
策
課
地
域
福
祉
係

☎
73
‐
３
１
２
１

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

６月１日～７日は水道週間です。
第 59回��水道週間スローガン

『　あたりまえ　そんなみずこそ　たからもの　』
　『安心安全な水』その信頼にお応えするため、
日出町では定期的な水質検査や老朽管の更新事業
を行っています。
　これからも、皆さまに安心してご使用いただけ
るよう努めてまいります。
　水は私たちの生活に欠かすことのできない大切
な資源です。無駄なく使いましょう。

・蛇口はしっかり閉めましょう。
・漏水チェックのため、水道メーターを定期的に
確認しましょう。

■問合先　上下水道課　　☎ 73-3134

観光ボランティアガイド
募集！

　歴史ある日出町で、あなたもボランティアガ
イドとして活躍してみませんか？

■募集期間　6 月 1 日（木）～７月 31 日（月）

■このような意欲のある方を募集いたします。
・いきいきと活躍できる場がほしい。
・ 町外からのお客様に町の良さを知ってもらい

たい。
・いろいろな人と交流したい。
・自分の持つ知識・情報を役立てたい。

※資格・年齢制限など一切不問です。
※ 一定期間の研修の後、認定ボランティアガイ

ドとして活動していただきます。
※外国語の話せる方も募集しております。

■申込先・問合先
ひじ まち歩きガイドの会
事務局　日出町観光協会　
☎ 72-4255

国民年金保険料後納制度

　過去５年以内に国民年金保険料の納め忘れ
の期間のある方は、お申込みにより、平成
27 年 10 月から平成 30 年９月までの３年間
に限り、国民年金保険料を納めることができ
る期間が、過去２年から５年に延長されてい
ます。

　過去５年以内の保険料を納めていただくこ
とで、将来の年金額を増やしたり、年金の受
給権につなげることができるようになります

（３年度以上遡って保険料を納付するときは、
当時の保険料に加算金がつきます）。

　納め忘れのある方はご相談下さい。

※ 後納制度は事前の申し込みが必要ですが、
審査の結果、後納制度による納付をご利用
いただけない場合があります。

■問合先
住民課　年金係　☎ 73-3122
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歯周病検診を実施します！
　40 歳を過ぎると 10 人のうち８～９人は歯周病があるといわれています。歯周病は糖尿病や肺炎、

動脈硬化など全身の病気の発症や悪化に大きく関係しています。歯を失う原因の第１位は歯周病で

42％、第 2位はむし歯 32％です。　

　日出町では、今年度から生涯にわたって毎日をいきいきと健康で過ごすことができるように歯周病

検診を実施します。ぜひ、この機会に検診を受け、お口のケアから健康づくりを始めましょう。

■今年度助成対象者　町内にお住まい（住民票がある）の下記の方

年齢 生年月日

40歳 昭和 52年４月１日～昭和 53年３月 31日生まれ

50歳 昭和 42年４月１日～昭和 43年３月 31日生まれ

60歳 昭和 32年４月１日～昭和 33年３月 31日生まれ

■実施医療機関

地区 医療機関名 電話 予約

豊岡
一宮歯科医院 72-2509 必要

第二谷口歯科医院 72-9330 必要

日出

大原歯科医院 72-1616 必要

フォレスト歯科口腔外科クリニック 51-5651 必要

まつもと歯科 72-8645 必要

溝部歯科医院 72-6488 必要

山下歯科医院 28-0058 必要

脇歯科医院 72-7113 必要

川崎
河野歯科医院 73-1182 必要

なかしま歯科医院 28-0708 不要

■検診の助成期間　平成 29 年６月１日（木）～平成 30 年３月 31 日（土）

■費用　無料

■検診までの流れ

①５月中旬に、対象者に歯周病検診受診票を送付しました。

②受診票が届いたら必要事項を記入し、上記医療機関に持参のうえ受診してください。

■持っていくもの

歯周病検診受診票、運転免許証や健康保険証など（氏名や生年月日、住所を確認できるもの）

■問合先
健康増進課　長寿健康係　☎ 73-3130

8
ハチマルニイマル

0 2 0 運動

80歳で 20本以上
歯を保とう！

無料！

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

　下記の方々に臨時福祉給付金が支給されます。給付金の支給対象者となる見込みがある方に

はすでに案内をお送りしています。

　なお、給付金は、基準日（平成 28 年 1 月 1 日）時点で住民票のある市町村から支給されま

すので、基準日以降に日出町に転入した方は、前住所地にお問い合わせください。

支給対象者

平成 28 年度分の住民税が課税されていない方。

※ただし、下記の方は対象から外れます。

・住民税を課税されている方の扶養に入っている方

・平成 28 年 1 月 1 日から平成 28 年 9 月 30 日まで生活保護を受けて

いる方

給付額
給付対象者１人につき 15,000 円

※　支給は１回限り

受付期限 10 月 31 日（火）

申請窓口 福祉対策課　地域福祉係

持ってくるもの

①　印鑑（シャチハタ不可）

②　 支給対象者全員分の本人確認書類（運転免許証、健康保険証、写

真付きマイナンバーカード、介護保険証、パスポートのうちいず

れか１つ）

※　 代理人が申請を行う場合は、代理人の本人確認書類も必要となり

ます。

③　申請者名義の預金通帳やキャッシュカード

臨時福祉給付金
申請受付中！

カクニンジャ！

給付金に関するご不明な点については、下記までお問い合わせください。

■申請・問合先　福祉対策課 地域福祉係　☎ 73-3121　FAX 73-2833
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制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

地
籍
調
査
と

　固
定
資
産
税
（
第
２
回
）

　
前
号
で
は
、
地
籍
調
査
事
業
が
土
地

所
有
者
に
と
っ
て
、
非
常
に
有
用
で
あ

る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
、
地
籍
調
査
終
了
後
の
土
地
に
か
か

る
固
定
資
産
税
の
現
状
を
お
伝
え
し
ま

す
。

◆
固
定
資
産
税
の
課
税
地
積

　
固
定
資
産
税
に
お
け
る
土
地
の
課
税

は
、
原
則
と
し
て
登
記
簿
に
登
記
さ
れ

て
い
る
地
積
（
土
地
の
面
積
）
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
国

は
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
固
定
資
産

評
価
基
準
に
例
外
規
定
（
特
例
）
を
設

け
、
地
籍
調
査
が
実
施
さ
れ
た
土
地
に

つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
課
税
を
可
能

と
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
調
査
結
果
が
従
来
の
登
記
地
積

よ
り
大
き
い
場
合
は
調
査
前
の
地
積
に

よ
り
課
税

（
２
）
調
査
結
果
が
従
来
の
登
記
地
積

よ
り
小
さ
い
場
合
は
調
査
後
の
地
積
に

よ
り
課
税

　
日
出
町
は
昭
和
61
年
か
ら
地
籍
調
査

事
業
を
実
施
し
、『
特
例
』
に
よ
る
課

税
の
取
扱
い
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
地
籍
調
査
事
業
が
実
施
さ
れ
た
土
地

の
固
定
資
産
税
は
、
未
調
査
地
と
の
課

税
上
の
均
衡
上
、
特
例
に
よ
り
、
調
査

後
の
登
記
面
積
が
大
き
い
場
合
は
調
査

前
、
小
さ
い
場
合
は
調
査
後
の
地
積
で

課
税
し
て
い
ま
す
（
こ
れ
を
『
特
例
課

税
』
と
い
い
ま
す
）。

◆
日
出
町
の
現
状

　
当
初
、
調
査
結
果
が
従
来
の
登
記
地

積
よ
り
大
き
い
場
合
は
、
地
積
が
増
え

た
分
、
税
負
担
が
増
え
る
納
税
者
が
い

る
一
方
で
、
調
査
未
実
施
地
の
納
税
者

は
税
額
が
変
わ
ら
な
い
の
で
、
そ
の
不

均
衡
の
解
消
の
た
め
「
特
例
課
税
」
を

導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
出
町
は
相

続
や
売
買
な
ど
の
所
有
権
移
転
が
あ
っ

て
も
特
例
課
税
を
適
用
す
る
と
い
う
取

り
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。

　『
固
定
資
産
税
に
お
け
る
土
地
の
課

税
は
、
原
則
と
し
て
登
記
簿
に
登
記
さ

れ
て
い
る
地
積
に
よ
る
も
の
』
で
あ
る

の
で
、
調
査
後
の
登
記
面
積
が
大
き
い

場
合
は
調
査
前
の
地
積
で
課
税
す
る

『
特
例
課
税
』
は
、
税
金
を
減
額
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　◆
『
特
例
課
税
』
の
影
響

　『
特
例
課
税
』
導
入
か
ら
20
年
が
経

過
し
、
日
出
町
で
は
『
特
例
課
税
』
が

次
の
よ
う
な
新
た
な
課
税
上
の
不
均
衡

の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）
地
籍
調
査
実
施
地
と
未
実
施
地

の
不
均
衡
の
逆
転
現
象

　
日
出
町
は
、
昭
和
50
年
代
以
降
、
宅

地
造
成
・
分
譲
が
毎
年
行
わ
れ
、
宅
地

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
調

査
実
施
地
の
土
地
所
有
者
は
特
例
課
税

で
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
調
査
未
実

施
地
で
は
、
実
測
さ
れ
た
正
確
な
地
積

で
課
税
さ
れ
て
い
る
土
地
所
有
者
が
増

え
て
い
て
、
当
初
の
想
定
と
逆
転
し
た

不
均
衡
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
実
測
さ
れ
た
正
確
な
地
積

は
、
地
籍
調
査
の
結
果
で
も
大
き
く
変

わ
ら
な
い
た
め
、
こ
の
不
均
衡
は
事
業

完
了
な
ど
に
よ
る
『
特
例
課
税
』
の
廃

止
ま
で
続
き
ま
す
。

（
２
）
調
査
実
施
地
、
調
査
未
実
施
地

そ
れ
ぞ
れ
に
不
均
衡
が
発
生

　
調
査
実
施
地
で
は
、
調
査
後
の
登
記

面
積
が
大
き
い
場
合
は
調
査
前
の
地
積

で
課
税
し
て
い
ま
す
が
、
１
筆
ご
と
に

登
記
面
積
と
課
税
面
積
の
比
率
は
異
な

る
た
め
、
税
金
の
減
額
も
土
地
ご
と
に

不
均
衡
が
生
じ
て
い
ま
す
。
登
記
簿
に

登
記
さ
れ
て
い
る
地
積
で
課
税
す
る
と

の
原
則
に
よ
ら
な
い
『
特
例
課
税
』
を

し
て
い
る
た
め
で
す
。

　
実
際
に
は
、
従
前
の
面
積
が
約
６
平

方
㍍
の
土
地
で
、
地
籍
調
査
の
成
果
に

よ
り
登
記
地
積
が
１
８
４
０
平
方
㍍
に

な
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
面
積
が

３
０
０
倍
以
上
に
増
え
て
い
ま
す
の

で
、「
特
例
課
税
」
で
税
額
は
３
０
０

分
の
１
未
満
に
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
用
地
の
合
計
で
従
前
の
面

積
が
約
１
万
９
３
０
０
平
方
㍍
の
土
地

で
、
地
籍
調
査
の
成
果
に
よ
り
合
計
し

た
登
記
地
積
が
約
３
万
９
８
０
０
平
方

㍍
に
な
り
、「
特
例
課
税
」
で
税
額
が

１
０
０
万
円
以
上
の
減
額
を
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
調
査
未
実
施
地
で
は
、
原
則

ど
お
り
に
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
て
い
る

地
積
で
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。
分
譲
な

ど
の
た
め
、
実
測
さ
れ
た
正
確
な
地
積

と
そ
う
で
な
い
地
積
と
で
課
税
に
不
均

衡
が
あ
る
の
で
は
、
と
の
声
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
不
均
衡
の
解
消
の
た
め
に

も
、
地
籍
調
査
事
業
は
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
３
）『
登
記
面
積
が
増
え
て
も
課
税
地

積
が
減
る
』
不
均
衡

　
地
籍
調
査
事
業
は
、
一
筆
ご
と
の
土

地
の
所
有
者
、
地
番
、
地
目
を
調
査
し
、

境
界
の
位
置
と
面
積
を
測
量
す
る
た

め
、
土
地
の
合
筆
、
分
筆
、
合
併
な
ど

土
地
の
整
理
の
作
業
が
伴
い
ま
す
。
そ

し
て
、
調
査
後
の
登
記
面
積
が
大
き
い

場
合
は
調
査
前
、
小
さ
い
場
合
は
調
査

後
の
地
積
で
課
税
す
る
と
い
う
『
特
例

課
税
』
に
基
づ
い
て
、『
登
記
面
積
が

増
え
て
も
課
税
地
積
が
減
る
』
と
い
う

想
定
外
の
事
態
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
調
査
前
『
宅
地
』

３
０
０
平
方
㍍
の
土
地
で
、
地
籍
調
査

の
結
果
『
宅
地
』
４
０
０
平
方
㍍
と

『
雑
種
地
』
１
０
０
平
方
㍍
と
な
っ
た

場
合
な
ど
に
生
じ
ま
す
。
こ
の
場
合
は

調
査
後
の
登
記
面
積
の
合
計
が
５
０
０

平
方
㍍
と
、
調
査
前
の
面
積
よ
り
増
え

る
の
で
、
課
税
面
積
は
按
分
し
て
『
宅

地
』
２
４
０
平
方
㍍
と
『
雑
種
地
』
60

平
方
㍍
と
し
課
税
し
ま
す
。『
宅
地
』

の
登
記
面
積
は
、
３
０
０
平
方
㍍
か
ら

４
０
０
平
方
㍍
に
増
え
て
も
、
課
税
面

積
は
逆
に
２
４
０
平
方
㍍
に
減
っ
て
い

ま
す
。
税
額
で
も
、『
雑
種
地
』
は
『
宅

地
』
に
比
べ
単
価
が
安
い
た
め
、
こ
の

場
合
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
登

記
面
積
は
増
え
て
も
、
税
額
は
減
っ
て

い
ま
す
。

　『
特
例
課
税
』
は
、
未
調
査
地
と
の

課
税
上
の
均
衡
上
、
調
査
実
施
地
の
土

地
所
有
者
の
不
利
益
防
止
の
措
置
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は

過
剰
な
優
遇
を
す
る
働
き
を
し
て
、
調

査
実
施
地
の
他
の
土
地
所
有
者
に
対
し

て
も
、
ま
た
調
査
未
実
施
地
の
土
地
所

有
者
に
対
し
て
も
、
不
均
衡
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
次
号
で
は
『
特
例
課
税
』
継
続
の
課

題
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
固
定
資
産
税
に
関
す
る
問
合
先

税
務
課
資
産
税
係

☎
73-

３
１
２
３

■
地
籍
調
査
に
関
す
る
問
合
先

農
林
水
産
課
地
籍
係

☎
73-

３
１
５
４

🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰
　所在地　日出町大字豊岡 6060 番地 43
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　16,000 円～ 23,900 円
　駐車場　１台のみ（2,000 円）
　※浴槽有、ボイラーは入居者負担、下水道設備有
　※入居指定日があります。

🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱
　所在地　日出町大字豊岡 6060 番地 29
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　12,400 円～ 18,500 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽・ボイラーは入居者負担
　※下水道設備有

🅲🅲町営・仁王住宅（３階）…１戸
　所在地　日出町 970 番地
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　16,000 円～ 23,900 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽・ボイラー有
　※下水道設備有

１世帯につき、希望住宅を１つ選んで申し込んでく
ださい。応募者が供給戸数を上回る場合は抽選とな
ります。

■募集期間　６月１日（木）～６月 16 日（金）

■抽選日　　６月 21 日（水）10 時～

■抽選会場　役場旧館３階　大会議室

■応募資格　
　 次のすべてに該当する方。ただし、県営住宅🅰🅰🅰

県営・町営住宅入居者募集（６月分）

ついては①の条件を除きます。
　① 町内に住所を有する、または勤務先が町内にある

こと
　② 入居者の合算所得（各種控除後）が年額 1,896,000

円 以 下 で あ る こ と。 た だ し 裁 量 世 帯 の 場 合 は
2,568,000 円以下

　③税金の滞納がないこと
　④入居者名義の持家がないこと
　⑤独立していて、他の者の扶養に入ってないこと
　⑥現に住宅に困っていること
　⑦入居者が暴力団員ではないこと

■随時募集の住宅について
　 以下の住宅については随時募集としています。入居

希望がある場合は、先着順で受け付けていますので、
お問い合わせください。

 　
🅳🅳町営・藤原住宅（２階建）
　所在地　日出町大字藤原 459 番地１　他
　構造　　簡易耐火構造二階建
　家賃　　8,600 円～ 15,300 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽・ボイラーは入居者負担
　※トイレはくみ取り式
　※入居指定日があります。

■申込・問合先　
　都市建設課　管理係　☎ 73-3172

2017.6 ⑭



制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

地
籍
調
査
と

　固
定
資
産
税
（
第
２
回
）

　
前
号
で
は
、
地
籍
調
査
事
業
が
土
地

所
有
者
に
と
っ
て
、
非
常
に
有
用
で
あ

る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
、
地
籍
調
査
終
了
後
の
土
地
に
か
か

る
固
定
資
産
税
の
現
状
を
お
伝
え
し
ま

す
。

◆
固
定
資
産
税
の
課
税
地
積

　
固
定
資
産
税
に
お
け
る
土
地
の
課
税

は
、
原
則
と
し
て
登
記
簿
に
登
記
さ
れ

て
い
る
地
積
（
土
地
の
面
積
）
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
国

は
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
る
固
定
資
産

評
価
基
準
に
例
外
規
定
（
特
例
）
を
設

け
、
地
籍
調
査
が
実
施
さ
れ
た
土
地
に

つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
課
税
を
可
能

と
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
調
査
結
果
が
従
来
の
登
記
地
積

よ
り
大
き
い
場
合
は
調
査
前
の
地
積
に

よ
り
課
税

（
２
）
調
査
結
果
が
従
来
の
登
記
地
積

よ
り
小
さ
い
場
合
は
調
査
後
の
地
積
に

よ
り
課
税

　
日
出
町
は
昭
和
61
年
か
ら
地
籍
調
査

事
業
を
実
施
し
、『
特
例
』
に
よ
る
課

税
の
取
扱
い
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　
地
籍
調
査
事
業
が
実
施
さ
れ
た
土
地

の
固
定
資
産
税
は
、
未
調
査
地
と
の
課

税
上
の
均
衡
上
、
特
例
に
よ
り
、
調
査

後
の
登
記
面
積
が
大
き
い
場
合
は
調
査

前
、
小
さ
い
場
合
は
調
査
後
の
地
積
で

課
税
し
て
い
ま
す
（
こ
れ
を
『
特
例
課

税
』
と
い
い
ま
す
）。

◆
日
出
町
の
現
状

　
当
初
、
調
査
結
果
が
従
来
の
登
記
地

積
よ
り
大
き
い
場
合
は
、
地
積
が
増
え

た
分
、
税
負
担
が
増
え
る
納
税
者
が
い

る
一
方
で
、
調
査
未
実
施
地
の
納
税
者

は
税
額
が
変
わ
ら
な
い
の
で
、
そ
の
不

均
衡
の
解
消
の
た
め
「
特
例
課
税
」
を

導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
出
町
は
相

続
や
売
買
な
ど
の
所
有
権
移
転
が
あ
っ

て
も
特
例
課
税
を
適
用
す
る
と
い
う
取

り
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。

　『
固
定
資
産
税
に
お
け
る
土
地
の
課

税
は
、
原
則
と
し
て
登
記
簿
に
登
記
さ

れ
て
い
る
地
積
に
よ
る
も
の
』
で
あ
る

の
で
、
調
査
後
の
登
記
面
積
が
大
き
い

場
合
は
調
査
前
の
地
積
で
課
税
す
る

『
特
例
課
税
』
は
、
税
金
を
減
額
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　◆
『
特
例
課
税
』
の
影
響

　『
特
例
課
税
』
導
入
か
ら
20
年
が
経

過
し
、
日
出
町
で
は
『
特
例
課
税
』
が

次
の
よ
う
な
新
た
な
課
税
上
の
不
均
衡

の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）
地
籍
調
査
実
施
地
と
未
実
施
地

の
不
均
衡
の
逆
転
現
象

　
日
出
町
は
、
昭
和
50
年
代
以
降
、
宅

地
造
成
・
分
譲
が
毎
年
行
わ
れ
、
宅
地

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
調

査
実
施
地
の
土
地
所
有
者
は
特
例
課
税

で
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
調
査
未
実

施
地
で
は
、
実
測
さ
れ
た
正
確
な
地
積

で
課
税
さ
れ
て
い
る
土
地
所
有
者
が
増

え
て
い
て
、
当
初
の
想
定
と
逆
転
し
た

不
均
衡
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
実
測
さ
れ
た
正
確
な
地
積

は
、
地
籍
調
査
の
結
果
で
も
大
き
く
変

わ
ら
な
い
た
め
、
こ
の
不
均
衡
は
事
業

完
了
な
ど
に
よ
る
『
特
例
課
税
』
の
廃

止
ま
で
続
き
ま
す
。

（
２
）
調
査
実
施
地
、
調
査
未
実
施
地

そ
れ
ぞ
れ
に
不
均
衡
が
発
生

　
調
査
実
施
地
で
は
、
調
査
後
の
登
記

面
積
が
大
き
い
場
合
は
調
査
前
の
地
積

で
課
税
し
て
い
ま
す
が
、
１
筆
ご
と
に

登
記
面
積
と
課
税
面
積
の
比
率
は
異
な

る
た
め
、
税
金
の
減
額
も
土
地
ご
と
に

不
均
衡
が
生
じ
て
い
ま
す
。
登
記
簿
に

登
記
さ
れ
て
い
る
地
積
で
課
税
す
る
と

の
原
則
に
よ
ら
な
い
『
特
例
課
税
』
を

し
て
い
る
た
め
で
す
。

　
実
際
に
は
、
従
前
の
面
積
が
約
６
平

方
㍍
の
土
地
で
、
地
籍
調
査
の
成
果
に

よ
り
登
記
地
積
が
１
８
４
０
平
方
㍍
に

な
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
面
積
が

３
０
０
倍
以
上
に
増
え
て
い
ま
す
の

で
、「
特
例
課
税
」
で
税
額
は
３
０
０

分
の
１
未
満
に
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
設
用
地
の
合
計
で
従
前
の
面

積
が
約
１
万
９
３
０
０
平
方
㍍
の
土
地

で
、
地
籍
調
査
の
成
果
に
よ
り
合
計
し

た
登
記
地
積
が
約
３
万
９
８
０
０
平
方

㍍
に
な
り
、「
特
例
課
税
」
で
税
額
が

１
０
０
万
円
以
上
の
減
額
を
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
調
査
未
実
施
地
で
は
、
原
則

ど
お
り
に
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
て
い
る

地
積
で
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。
分
譲
な

ど
の
た
め
、
実
測
さ
れ
た
正
確
な
地
積

と
そ
う
で
な
い
地
積
と
で
課
税
に
不
均

衡
が
あ
る
の
で
は
、
と
の
声
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
不
均
衡
の
解
消
の
た
め
に

も
、
地
籍
調
査
事
業
は
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
３
）『
登
記
面
積
が
増
え
て
も
課
税
地

積
が
減
る
』
不
均
衡

　
地
籍
調
査
事
業
は
、
一
筆
ご
と
の
土

地
の
所
有
者
、
地
番
、
地
目
を
調
査
し
、

境
界
の
位
置
と
面
積
を
測
量
す
る
た

め
、
土
地
の
合
筆
、
分
筆
、
合
併
な
ど

土
地
の
整
理
の
作
業
が
伴
い
ま
す
。
そ

し
て
、
調
査
後
の
登
記
面
積
が
大
き
い

場
合
は
調
査
前
、
小
さ
い
場
合
は
調
査

後
の
地
積
で
課
税
す
る
と
い
う
『
特
例

課
税
』
に
基
づ
い
て
、『
登
記
面
積
が

増
え
て
も
課
税
地
積
が
減
る
』
と
い
う

想
定
外
の
事
態
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
調
査
前
『
宅
地
』

３
０
０
平
方
㍍
の
土
地
で
、
地
籍
調
査

の
結
果
『
宅
地
』
４
０
０
平
方
㍍
と

『
雑
種
地
』
１
０
０
平
方
㍍
と
な
っ
た

場
合
な
ど
に
生
じ
ま
す
。
こ
の
場
合
は

調
査
後
の
登
記
面
積
の
合
計
が
５
０
０

平
方
㍍
と
、
調
査
前
の
面
積
よ
り
増
え

る
の
で
、
課
税
面
積
は
按
分
し
て
『
宅

地
』
２
４
０
平
方
㍍
と
『
雑
種
地
』
60

平
方
㍍
と
し
課
税
し
ま
す
。『
宅
地
』

の
登
記
面
積
は
、
３
０
０
平
方
㍍
か
ら

４
０
０
平
方
㍍
に
増
え
て
も
、
課
税
面

積
は
逆
に
２
４
０
平
方
㍍
に
減
っ
て
い

ま
す
。
税
額
で
も
、『
雑
種
地
』
は
『
宅

地
』
に
比
べ
単
価
が
安
い
た
め
、
こ
の

場
合
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
登

記
面
積
は
増
え
て
も
、
税
額
は
減
っ
て

い
ま
す
。

　『
特
例
課
税
』
は
、
未
調
査
地
と
の

課
税
上
の
均
衡
上
、
調
査
実
施
地
の
土

地
所
有
者
の
不
利
益
防
止
の
措
置
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は

過
剰
な
優
遇
を
す
る
働
き
を
し
て
、
調

査
実
施
地
の
他
の
土
地
所
有
者
に
対
し

て
も
、
ま
た
調
査
未
実
施
地
の
土
地
所

有
者
に
対
し
て
も
、
不
均
衡
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
次
号
で
は
『
特
例
課
税
』
継
続
の
課

題
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
固
定
資
産
税
に
関
す
る
問
合
先

税
務
課
資
産
税
係

☎
73-

３
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１
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🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰🅰
　所在地　日出町大字豊岡 6060 番地 43
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　16,000 円～ 23,900 円
　駐車場　１台のみ（2,000 円）
　※浴槽有、ボイラーは入居者負担、下水道設備有
　※入居指定日があります。

🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱🅱
　所在地　日出町大字豊岡 6060 番地 29
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　12,400 円～ 18,500 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽・ボイラーは入居者負担
　※下水道設備有

🅲🅲町営・仁王住宅（３階）…１戸
　所在地　日出町 970 番地
　構造　　中層耐火構造
　家賃　　16,000 円～ 23,900 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽・ボイラー有
　※下水道設備有

１世帯につき、希望住宅を１つ選んで申し込んでく
ださい。応募者が供給戸数を上回る場合は抽選とな
ります。

■募集期間　６月１日（木）～６月 16 日（金）

■抽選日　　６月 21 日（水）10 時～

■抽選会場　役場旧館３階　大会議室

■応募資格　
　 次のすべてに該当する方。ただし、県営住宅🅰🅰🅰

県営・町営住宅入居者募集（６月分）

ついては①の条件を除きます。
　① 町内に住所を有する、または勤務先が町内にある

こと
　② 入居者の合算所得（各種控除後）が年額 1,896,000

円 以 下 で あ る こ と。 た だ し 裁 量 世 帯 の 場 合 は
2,568,000 円以下

　③税金の滞納がないこと
　④入居者名義の持家がないこと
　⑤独立していて、他の者の扶養に入ってないこと
　⑥現に住宅に困っていること
　⑦入居者が暴力団員ではないこと

■随時募集の住宅について
　 以下の住宅については随時募集としています。入居

希望がある場合は、先着順で受け付けていますので、
お問い合わせください。

 　
🅳🅳町営・藤原住宅（２階建）
　所在地　日出町大字藤原 459 番地１　他
　構造　　簡易耐火構造二階建
　家賃　　8,600 円～ 15,300 円
　駐車場　１台のみ（無料）
　※浴槽・ボイラーは入居者負担
　※トイレはくみ取り式
　※入居指定日があります。

■申込・問合先　
　都市建設課　管理係　☎ 73-3172
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地区・区名 氏　名

南
端
地
区

目刈 吉野　善雄

高平 末綱　文雄

薄尾 北野　隆則

今畑 髙橋　圀隆

柏川 西園寺公輝

豊
岡
地
区

太田 髙橋　信朝

是城 廣瀬紀久夫

長野 村井　重則

法花寺 畑中　和洋

上の原 木下　弘幸

宮の下 佐藤　正幸

中の二 稗田　哲夫

中の三 城内　幸彦

影の木 岩尾　一敏

西の一 池部　長行

西の二 佐藤賢之助

西の三 畑中　哲翁

西 江藤晟太郎

新町 豊岡禮次郎

仲町 螻川内久司

本町 土井　　功

小浦 工藤都四男

影平 大塚　優二

辻間団地東 松木俊一郎

辻間団地西 冨松　眞弘

辻間団地南 安部　哲郎

辻間団地北 安藤　　覺�

地区・区名 氏　名

日
出
地
区

南浜 長野　孝正

北浜 髙茂　明弘

若宮 合原　　勝

下町 冨来　好明

本町 森永　淳司

中央 安倍三千也

八日市 脇口　近美

西八日市 阿部　勇司

佐尾 三重野　博

上仁王 河村　孝則

東仁王 大塚　正司

堀 岩﨑　英男

内堀 阿部　忠雄

日出団地 加藤　洋一

藤
原
地
区

東部 河野　文宏

南部 手嶋　　久

西部 目代　玉喜

中部 工藤　久雄

一北 木付　幸一

赤松 矢野　禎司

自然郷 中妻　省三

川
崎
地
区

宗行 一宮　輝雄

則次 則次　弘敏

辻の尾 林　　　洋

成行 堀　　五郎

千騎 加藤　雅洋

大峯 徳久　俊則

地区・区名 氏　名

川
崎
地
区

�平原 堀田　義人

�東小深江 森　　修二

�西小深江 安部　哲雄

�内野 手嶋　玉夫

�青津山 德丸　末昭

大
神
地
区

北大神 帯刀　忠勝

南大神 利光　武美

後村 本田　邦彦

中村 河野　三次

中央 利光　秀康

三尺山 中野　公二

上深江 佐藤　壽一

高尾 中野　　昭

日比の浦 藤川　栄治

港 青木　　一

牧の内 江浦　正博

軒の井 佐藤　隆美

原山 二宮　　昇

片原津 早見　生太

照川 武野　和明

真那井 小石　逸雄

八代 佐藤　一一

平成 29年度の区長が決まりました
　４月 27 日、平成 29 年度日出町区長会総会が役場で開催されました。総会に先立ち、退任区長感謝
状贈呈式が行われ、昨年度で退任された 12 名の区長を代表して佐々木彦四郎さん（大神港区）と加藤
晋一さん（川崎千騎区）が感謝状を受け取りました。
　総会では、平成 28 年度の決算や平成 29 年度の事業計画・予算などが承認され、土井功区長会長（豊
岡本町区長）のもと平成 29 年度がスタートしました。また、本年度の区長に対して町非常勤職員特別
職として委嘱状の交付が行われ、代表して土井区長が受け取りました。

平成 29年度区長名簿（敬称略）

■�問合先　総務課
　　　　　☎ 73-3150　　

創業スクール in�日出町
　創業とは、事業を始めること、会社や店を新しく興すことをい
います。創業というと敷居が高く、二の足を踏んでしまう方が多
いと思いますが、本スクールは創業への入口と考えています。創
業をめざす方だけでなく創業に関心のある方も参加可能ですの
で、ぜひお申し込みください。

■申込・問合先　
　日出町商工会
　☎ 72-2232　FAX 72-1667
　MAIL info@hiji.oita-shokokai.or.jp
　（〒 879-1506　日出町 2612-2）

■対象者 ・創業をめざす方や関心のある方
  ・創業して間もない方（概ね１年未満）
  ※４日間参加が可能であること
■受講料 無料 
■定員  10 名（先着順）
■申込期限 ６月 27 日（火）

第１回
【財　　務】

６月 30 日（金）19 時～ 21 時
　○第１部『金融機関における創業支援について』
　　　　　　講師：豊和銀行お客さま支援部ソリューション推進室
　　　　　　　　　　室長　神野　康弘　氏
　○第２部 『創業時に必要な財務知識～損益分岐点売上・借入計画・収支計画

を中心として～』　
　　　　　　講師：税理士・司法書士エミタス総合事務所
　　　　　　　　　　代表　税理士　下向　祥吾　氏

第２回
【経　　営】

７月７日（金）19 時～ 21 時
　『売上利益を最大化する経営戦略！』
　　講師：㈱ＩＴ武装コンサルティング
　　　　　　代表　ＩＴ武装コンサルタント　工藤 　崇　氏

第３回
【販路開拓】

７月 28 日（金）19 時～ 21 時
　『ＩＴ活用で売上を伸ばす販売戦略！』
　　講師：㈱ＩＴ武装コンサルティング
　　　　　　代表　ＩＴ武装コンサルタント　工藤 　崇　氏

第４回
【人材育成】

（創業体験談）

８月４日（金）19 時～ 21 時
　『行動力とＩＱを向上する科学的なマインドの使い方』
　　講師：Fractal Coaching　代表　阿部　太助　氏

≪創業スクール�カリキュラム（会場はすべて日出町商工会館２階）≫

消費生活相談窓口を開設しています
　日出町では、強引な訪問販売や電話勧誘、架空
請求などの消費生活に関する住民の方からの相談
を受け付けています。
　消費生活専門相談員が電話・窓口での相談に応
じます。一人で悩まずお気軽にご相談ください。

 【日出町消費生活相談窓口】
■相談受付日　月～金曜日（祝・休日を除く）
※専門相談員が在席するのは、毎週月曜日および木
曜日（休庁日の場合は翌開庁日）です。
■相談時間　８時 30 分～ 17 時　
※毎週月曜日及び木曜日の専門相談員在席時間は　
９時 30分～ 16 時 30 分
■電話番号　73-3158（商工観光課）
■場所
役場旧館２階　商工観光課内
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太田 髙橋　信朝

是城 廣瀬紀久夫

長野 村井　重則

法花寺 畑中　和洋

上の原 木下　弘幸

宮の下 佐藤　正幸

中の二 稗田　哲夫

中の三 城内　幸彦

影の木 岩尾　一敏

西の一 池部　長行

西の二 佐藤賢之助

西の三 畑中　哲翁

西 江藤晟太郎

新町 豊岡禮次郎

仲町 螻川内久司
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小浦 工藤都四男
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辻間団地東 松木俊一郎
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辻間団地南 安部　哲郎

辻間団地北 安藤　　覺�
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南浜 長野　孝正

北浜 髙茂　明弘

若宮 合原　　勝

下町 冨来　好明

本町 森永　淳司

中央 安倍三千也

八日市 脇口　近美

西八日市 阿部　勇司

佐尾 三重野　博

上仁王 河村　孝則

東仁王 大塚　正司

堀 岩﨑　英男

内堀 阿部　忠雄

日出団地 加藤　洋一

藤
原
地
区

東部 河野　文宏

南部 手嶋　　久

西部 目代　玉喜

中部 工藤　久雄

一北 木付　幸一

赤松 矢野　禎司

自然郷 中妻　省三

川
崎
地
区

宗行 一宮　輝雄

則次 則次　弘敏

辻の尾 林　　　洋

成行 堀　　五郎

千騎 加藤　雅洋

大峯 徳久　俊則

地区・区名 氏　名
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崎
地
区

�平原 堀田　義人

�東小深江 森　　修二

�西小深江 安部　哲雄

�内野 手嶋　玉夫

�青津山 德丸　末昭

大
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地
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北大神 帯刀　忠勝

南大神 利光　武美

後村 本田　邦彦

中村 河野　三次

中央 利光　秀康

三尺山 中野　公二

上深江 佐藤　壽一

高尾 中野　　昭

日比の浦 藤川　栄治

港 青木　　一

牧の内 江浦　正博

軒の井 佐藤　隆美

原山 二宮　　昇

片原津 早見　生太

照川 武野　和明

真那井 小石　逸雄

八代 佐藤　一一

平成 29年度の区長が決まりました
　４月 27 日、平成 29 年度日出町区長会総会が役場で開催されました。総会に先立ち、退任区長感謝
状贈呈式が行われ、昨年度で退任された 12 名の区長を代表して佐々木彦四郎さん（大神港区）と加藤
晋一さん（川崎千騎区）が感謝状を受け取りました。
　総会では、平成 28 年度の決算や平成 29 年度の事業計画・予算などが承認され、土井功区長会長（豊
岡本町区長）のもと平成 29 年度がスタートしました。また、本年度の区長に対して町非常勤職員特別
職として委嘱状の交付が行われ、代表して土井区長が受け取りました。

平成 29年度区長名簿（敬称略）

■�問合先　総務課
　　　　　☎ 73-3150　　

創業スクール in�日出町
　創業とは、事業を始めること、会社や店を新しく興すことをい
います。創業というと敷居が高く、二の足を踏んでしまう方が多
いと思いますが、本スクールは創業への入口と考えています。創
業をめざす方だけでなく創業に関心のある方も参加可能ですの
で、ぜひお申し込みください。

■申込・問合先　
　日出町商工会
　☎ 72-2232　FAX 72-1667
　MAIL info@hiji.oita-shokokai.or.jp
　（〒 879-1506　日出町 2612-2）

■対象者 ・創業をめざす方や関心のある方
  ・創業して間もない方（概ね１年未満）
  ※４日間参加が可能であること
■受講料 無料 
■定員  10 名（先着順）
■申込期限 ６月 27 日（火）

第１回
【財　　務】

６月 30 日（金）19 時～ 21 時
　○第１部『金融機関における創業支援について』
　　　　　　講師：豊和銀行お客さま支援部ソリューション推進室
　　　　　　　　　　室長　神野　康弘　氏
　○第２部 『創業時に必要な財務知識～損益分岐点売上・借入計画・収支計画

を中心として～』　
　　　　　　講師：税理士・司法書士エミタス総合事務所
　　　　　　　　　　代表　税理士　下向　祥吾　氏

第２回
【経　　営】

７月７日（金）19 時～ 21 時
　『売上利益を最大化する経営戦略！』
　　講師：㈱ＩＴ武装コンサルティング
　　　　　　代表　ＩＴ武装コンサルタント　工藤 　崇　氏

第３回
【販路開拓】

７月 28 日（金）19 時～ 21 時
　『ＩＴ活用で売上を伸ばす販売戦略！』
　　講師：㈱ＩＴ武装コンサルティング
　　　　　　代表　ＩＴ武装コンサルタント　工藤 　崇　氏

第４回
【人材育成】

（創業体験談）

８月４日（金）19 時～ 21 時
　『行動力とＩＱを向上する科学的なマインドの使い方』
　　講師：Fractal Coaching　代表　阿部　太助　氏

≪創業スクール�カリキュラム（会場はすべて日出町商工会館２階）≫

消費生活相談窓口を開設しています
　日出町では、強引な訪問販売や電話勧誘、架空
請求などの消費生活に関する住民の方からの相談
を受け付けています。
　消費生活専門相談員が電話・窓口での相談に応
じます。一人で悩まずお気軽にご相談ください。

 【日出町消費生活相談窓口】
■相談受付日　月～金曜日（祝・休日を除く）
※専門相談員が在席するのは、毎週月曜日および木
曜日（休庁日の場合は翌開庁日）です。
■相談時間　８時 30 分～ 17 時　
※毎週月曜日及び木曜日の専門相談員在席時間は　
９時 30分～ 16 時 30 分
■電話番号　73-3158（商工観光課）
■場所
役場旧館２階　商工観光課内

2017.6⑰



　児童手当を受給している方は、毎年６月中に『児童手当現
況届』を提出しなければなりません。受給者には５月末に通
知しています。
　現況届の提出がない場合は、翌月分からの児童手当の支給
ができなくなりますので、忘れずに手続きをしてください。

■提出期限　６月１日（木）～６月 30 日（金）

■受付時間
　開庁日（土日・祝祭日を除く平日）の８時 30 分～ 17 時
※ ６月 18 日（日）に同時間帯で休日窓口を設けますので、平

日の届出が難しい方はご利用ください。

■手続きに必要なもの
　印鑑（シャチハタ不可）、受給者の健康保険証
※ 平成 29 年１月１日に町外に居住していた方は、当時住民登

録のあった市町村で発行する平成 29 年度所得証明書（配偶
者分も含む）が必要です。

※その他必要に応じて提出する書類があります。

■児童手当の振込みについて
　  ６月定期払いの児童手当の振込日は６月 13 日（火）です。
　今回の支払いは２月分～５月分の手当です。
　登録されている通帳でご確認ください。

■提出先・問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

お忘れなく！児童手当現況届

健　康
子育て

＊診療時間 9時～ 17時
＊��町報発行後に休日当番医が変更にな
る場合があります。各医療機関や健康
増進課にご確認ください。

～６月の休日当番医～

� 4日�サンライズ酒井病院�72-2266
�11日�岡田内科ｸﾘﾆｯｸ� 28-0101
�18日�日出中央医院� 72-2534
�25日�日出児玉病院� 72-2724
�

６ 月の休日当番医
健康増進課　☎ 73-3130

～７月の休日当番医～

� 2日�八重眼科医院� 73-1221
� 9日�鈴木病院� 73-2131
�16日�てしまこどもの杜ｸﾘﾆｯｸ�28-0870
�17日�こうまつ循環器内科ｸﾘﾆｯｸ�73-0077
23日�サンライズ酒井病院�72-2266
�30日�江本眼科� 28-1700

こころの相談会
　日出町に住民票がある方に限ります。相談は無料。秘密は厳守
します。完全予約制の個別相談（１時間程度）です。
　相談日の２日前までに、お申し込みください。

■日時
　６月 14 日（水）・７月１日（土）・７月 12 日（水）
　９時～ 12 時、13 時～ 16 時

■場所　保健福祉センター

■予約・問合先　福祉対策課　障害福祉係　☎ 73-3126

 １ ６月 21 日（水）　10 時～ 12 時
　 交流ひろば HiCaLi 多目的室
 ２ ７月６日（木）10 時～ 12 時
　 深見記念館（二の丸館横）
■問合先　地域包括支援センター　☎ 73-3115

さざんか児童館     ☎ 72 - 8383

日出町地域子育て支援センター
Ｈ

は ぐ

ＵＧくみ　　☎ 85 - 8820

●赤ちゃん広場（０歳児･要申込･200円）
　6/5(月) 10時30分～
●  スマイル子育て相談室
　6/15(木) 10時30分～
　※場所　中央公民館  和室
●すくすく☆成長の記録��
　6/19(月) 10時~12時
●  教えて！消防士さん（子どもを守る勉強
会）（要申込）

　 AEDの使い方や心肺蘇生法の仕方・誤飲などのと
きの対処法を分かりやすく説明してくれます。

　6/27(火) 10時~12時
●  ママのお部屋（要申込･400円）
　6/29(木) 10時~12時
●  ともだちをつくろう～園児と一緒に過ご
してみませんか～（要申込･400円）

　6/28(水) 10時15分～
　対象　①0歳児②平成26年4月2日～平成
　　　　27年4月1日の間に生まれたお子様
●  七夕まつり（七夕飾り作り・そうめん流し）
　7/1(土) 10時30分~13時
●  親子グループ活動　10時30分～　
 0～1歳児 6/7･14･21 (水)
 2歳児 6/9･16･23 (金)
 3～5歳児 6/6･13･20 (火)

● 産後deヨガ�(産後1年以内ママと赤ちゃん
･要申込･300円･バスタオル持参)

　6/5(月)･21(水) 11時～12時
● 親子リトミック教室�(乳幼児･要申込･

ボール持参)　6/6(火) 11時～12時
● 子連れdeヨガ�(子育て中ママ･要申込･300

円)　6/7(水)･19(月)11時～12時
● マタニティ・ヨガ�(妊娠５カ月以上安定

期の方･要申込･500円)　
　6/12(月) 11時～12時
● えいごであそぼ���Peek-a-boo(乳幼児)
　6/14(水) 11時～11時30分
● たのしい絵本の読み聞かせ�(乳幼児)
　6/16(金) 11時15分～11時45分
● ひじハピ『わくわく交換会』
　(子育て中ママ･要申込)　
　6/22(木) 10時30分～12時
● WAKUWAKUつみきくらぶ 
　6/28(水) 10時30分～12時

６月の相談日
日出町地域子育て支援センターH

は ぐ

UG くみ

■申込・問合先　日出町地域子育て支援センター　☎ 85-8820

オレンジカフェひとやすみ
　物忘れに関する相談や、情報交換を気軽にできる場です。物
忘れが気になっている方、家に閉じこもりがちになっている方、
配偶者や両親のことを相談したいご家族など、いろいろな方が
集まっています。
　お茶やお菓子を準備しております。費用は無料です。毎月第
１木曜日、第３水曜日に開催しています。お気軽にお越しくだ
さい。

①　気になる子どもに寄り添う子育て相談会『暖
だんだん

暖』（※要申込）
　　　６月５日（月）10 時～ 12 時
　　　相談員：相談支援専門員・精神保健福祉士　徳丸浩一氏
　　　　（協力：発達障がい児をもつ親と共に歩む会つむぐ）
②　歯科衛生士相談日
　　　６月 15 日（木）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：歯科衛生士　山田良子氏
③　臨床心理士相談日
　　　６月 16 日（金）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：臨床心理士　板井奈穂子氏
④　ペアレントメンター相談日
　　　６月 21 日（水）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：松尾典子氏、坪井加代子氏
　　　　　　　（発達障がい児をもつ親と共に歩む会つむぐ）

『第 10回ＮＰ母親講座（完璧な親なんていない！）』

■日時 6/27( 火 )･7/4( 火 )･11( 火 )･18( 火 )･25( 火 )
 10 時～ 12 時（全５回）
■対象 ０歳～５歳の子育て中の母親
 （※全日程参加できる方）
■参加費 １回につき 200 円
■募集人数　８名程度
■講師 阿部せつ子氏（ＮＰＪ認定講師）
※託児あります。申込の際にお知らせください。

子育て講習会

2017.6 ⑱



　児童手当を受給している方は、毎年６月中に『児童手当現
況届』を提出しなければなりません。受給者には５月末に通
知しています。
　現況届の提出がない場合は、翌月分からの児童手当の支給
ができなくなりますので、忘れずに手続きをしてください。

■提出期限　６月１日（木）～６月 30 日（金）

■受付時間
　開庁日（土日・祝祭日を除く平日）の８時 30 分～ 17 時
※ ６月 18 日（日）に同時間帯で休日窓口を設けますので、平

日の届出が難しい方はご利用ください。

■手続きに必要なもの
　印鑑（シャチハタ不可）、受給者の健康保険証
※ 平成 29 年１月１日に町外に居住していた方は、当時住民登

録のあった市町村で発行する平成 29 年度所得証明書（配偶
者分も含む）が必要です。

※その他必要に応じて提出する書類があります。

■児童手当の振込みについて
　  ６月定期払いの児童手当の振込日は６月 13 日（火）です。
　今回の支払いは２月分～５月分の手当です。
　登録されている通帳でご確認ください。

■提出先・問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

お忘れなく！児童手当現況届

健　康
子育て

＊診療時間 9時～ 17時
＊��町報発行後に休日当番医が変更にな
る場合があります。各医療機関や健康
増進課にご確認ください。

～６月の休日当番医～

� 4日�サンライズ酒井病院�72-2266
�11日�岡田内科ｸﾘﾆｯｸ� 28-0101
�18日�日出中央医院� 72-2534
�25日�日出児玉病院� 72-2724
�

６ 月の休日当番医
健康増進課　☎ 73-3130

～７月の休日当番医～

� 2日�八重眼科医院� 73-1221
� 9日�鈴木病院� 73-2131
�16日�てしまこどもの杜ｸﾘﾆｯｸ�28-0870
�17日�こうまつ循環器内科ｸﾘﾆｯｸ�73-0077
23日�サンライズ酒井病院�72-2266
�30日�江本眼科� 28-1700

こころの相談会
　日出町に住民票がある方に限ります。相談は無料。秘密は厳守
します。完全予約制の個別相談（１時間程度）です。
　相談日の２日前までに、お申し込みください。

■日時
　６月 14 日（水）・７月１日（土）・７月 12 日（水）
　９時～ 12 時、13 時～ 16 時

■場所　保健福祉センター

■予約・問合先　福祉対策課　障害福祉係　☎ 73-3126

 １ ６月 21 日（水）　10 時～ 12 時
　 交流ひろば HiCaLi 多目的室
 ２ ７月６日（木）10 時～ 12 時
　 深見記念館（二の丸館横）
■問合先　地域包括支援センター　☎ 73-3115

さざんか児童館     ☎ 72 - 8383

日出町地域子育て支援センター
Ｈ

は ぐ

ＵＧくみ　　☎ 85 - 8820

●赤ちゃん広場（０歳児･要申込･200円）
　6/5(月) 10時30分～
●  スマイル子育て相談室
　6/15(木) 10時30分～
　※場所　中央公民館  和室
●すくすく☆成長の記録��
　6/19(月) 10時~12時
●  教えて！消防士さん（子どもを守る勉強
会）（要申込）

　 AEDの使い方や心肺蘇生法の仕方・誤飲などのと
きの対処法を分かりやすく説明してくれます。

　6/27(火) 10時~12時
●  ママのお部屋（要申込･400円）
　6/29(木) 10時~12時
●  ともだちをつくろう～園児と一緒に過ご
してみませんか～（要申込･400円）

　6/28(水) 10時15分～
　対象　①0歳児②平成26年4月2日～平成
　　　　27年4月1日の間に生まれたお子様
●  七夕まつり（七夕飾り作り・そうめん流し）
　7/1(土) 10時30分~13時
●  親子グループ活動　10時30分～　
 0～1歳児 6/7･14･21 (水)
 2歳児 6/9･16･23 (金)
 3～5歳児 6/6･13･20 (火)

● 産後deヨガ�(産後1年以内ママと赤ちゃん
･要申込･300円･バスタオル持参)

　6/5(月)･21(水) 11時～12時
● 親子リトミック教室�(乳幼児･要申込･

ボール持参)　6/6(火) 11時～12時
● 子連れdeヨガ�(子育て中ママ･要申込･300

円)　6/7(水)･19(月)11時～12時
● マタニティ・ヨガ�(妊娠５カ月以上安定

期の方･要申込･500円)　
　6/12(月) 11時～12時
● えいごであそぼ���Peek-a-boo(乳幼児)
　6/14(水) 11時～11時30分
● たのしい絵本の読み聞かせ�(乳幼児)
　6/16(金) 11時15分～11時45分
● ひじハピ『わくわく交換会』
　(子育て中ママ･要申込)　
　6/22(木) 10時30分～12時
● WAKUWAKUつみきくらぶ 
　6/28(水) 10時30分～12時

６月の相談日
日出町地域子育て支援センターH

は ぐ

UG くみ

■申込・問合先　日出町地域子育て支援センター　☎ 85-8820

オレンジカフェひとやすみ
　物忘れに関する相談や、情報交換を気軽にできる場です。物
忘れが気になっている方、家に閉じこもりがちになっている方、
配偶者や両親のことを相談したいご家族など、いろいろな方が
集まっています。
　お茶やお菓子を準備しております。費用は無料です。毎月第
１木曜日、第３水曜日に開催しています。お気軽にお越しくだ
さい。

①　気になる子どもに寄り添う子育て相談会『暖
だんだん

暖』（※要申込）
　　　６月５日（月）10 時～ 12 時
　　　相談員：相談支援専門員・精神保健福祉士　徳丸浩一氏
　　　　（協力：発達障がい児をもつ親と共に歩む会つむぐ）
②　歯科衛生士相談日
　　　６月 15 日（木）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：歯科衛生士　山田良子氏
③　臨床心理士相談日
　　　６月 16 日（金）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：臨床心理士　板井奈穂子氏
④　ペアレントメンター相談日
　　　６月 21 日（水）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：松尾典子氏、坪井加代子氏
　　　　　　　（発達障がい児をもつ親と共に歩む会つむぐ）

『第 10回ＮＰ母親講座（完璧な親なんていない！）』

■日時 6/27( 火 )･7/4( 火 )･11( 火 )･18( 火 )･25( 火 )
 10 時～ 12 時（全５回）
■対象 ０歳～５歳の子育て中の母親
 （※全日程参加できる方）
■参加費 １回につき 200 円
■募集人数　８名程度
■講師 阿部せつ子氏（ＮＰＪ認定講師）
※託児あります。申込の際にお知らせください。

子育て講習会

2017.6⑲



ひかえめ塩分じっこうしよう！
　　脳血管疾患が日出町の健康課題となっていることをご存知でしょうか。

　平成 27年度に作成した日出町国民健康保険データヘルス計画によると、脳血管疾患の死亡率が大

分県や国の平均値を超えていること（図１）や介護保険第２号認定者（40歳から 65歳未満）の原因

疾患の７割を脳血管疾患が占めていること（図２）などが挙げられ、脳血管疾患対策は優先課題となっ

ています。

　大分県は『健康寿命日本一』を目指しておりその実態調査として、平成 28年度に県民健康意識行

動調査を実施しました。その結果によると、日出町の成人１日あたり食塩摂取量が 13.40 ｇと大分県

下で最も多い状況となりました。（図３）

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

出典：日出町国民健康保険データヘルス計画

出典：県民健康意識行動調査

出典：日出町国民健康保険データヘルス計画

　また、男女別では男性が 15.4 ｇ、女性は 11.6 ｇの食塩摂取量という結果でした。日本人の食事摂

取基準（2015 年度版）では、食塩摂取量の目標量を成人男性が 8.0 ｇ未満、成人女性が 7.0 ｇ未満となっ

ており、比較すると男性は 7.4 ｇ、女性は 4.6 ｇを多く摂り過ぎているということになります。（図 4）

対策１：町報に節塩コーナーを設けて上手に節塩する方法を掲載します。
対策２：国民健康保険加入者（30歳～ 74歳）を対象に尿中塩分測定検査を行い、推定食塩
　　　　摂取量を知ることにより、節塩につなげます。
対策３：住民組織と連携した節塩活動をすすめていきます。

食塩摂取量 男性 女性 備考

日出町（g/ 日） 15.4g 11.6g 県民健康意識行動調査

食塩摂取目標量（g/ 日） 8.0g 未満 7.0g 未満 日本人の食事摂取基準（2015 年版）

　食塩の摂り過ぎが血圧の上昇と関連があることや、減塩によって血圧が下がる効果があることは、

多くの研究で明らかになっています。健康で長生きをするためには放置しておけない問題となってい

ます。そこで、減塩対策に取り組み、高血圧症を予防することで脳血管疾患を減らしていくことが必

要となります。

　私たちは食塩をおいしく感じ、「減塩」と聞くと「おいしくない」というイメージがあり、減塩は難

しいと諦めている方もいるかもしれません。

　県が実施した県民健康意識行動調査で使われた簡易型自記式食事歴法質問票（ＢＤＨＱ）の開発者

でもある東京大学大学院教授の佐々木敏氏は、著書（『栄養データはこう読む！』）の中で食塩と高血

圧について、「血圧は年をとってから急に上がるものではなく、30歳くらいから徐々に上がっていく

ものです。長い間に食べた食塩が加齢による血圧上昇に大きな影響を及ぼしています。減塩は一日に

何ｇと考えるのではなく、生まれてから今までに何 kg 食べたか、そしてこれから一生で何 kg 食べる

のかと考えるべきもので、節約の考え方に似ています。毎日少しずつ、地道に節約。『減塩』と呼ぶよ

りも『節塩』と呼ぶほうがよいかもしれません。前向きな節塩生活、節塩人生、あなたも今日から始

めてみませんか」と述べています。

　　日出町では、平成 29年度から「ひかえめ塩分じっこうしよう」のキャッチフレーズをもとに、節

塩対策を強化していきます。町民の方のご理解がこの節塩対策をすすめていくうえでの鍵となります。

「節塩ナンバー１の日出町」をめざして取り組んでいきましょう。

■問合先

健康増進課　長寿健康係

☎ 73-3130

（図 4）

2017.6 ⑳



ひかえめ塩分じっこうしよう！
　　脳血管疾患が日出町の健康課題となっていることをご存知でしょうか。

　平成 27年度に作成した日出町国民健康保険データヘルス計画によると、脳血管疾患の死亡率が大

分県や国の平均値を超えていること（図１）や介護保険第２号認定者（40歳から 65歳未満）の原因

疾患の７割を脳血管疾患が占めていること（図２）などが挙げられ、脳血管疾患対策は優先課題となっ

ています。

　大分県は『健康寿命日本一』を目指しておりその実態調査として、平成 28年度に県民健康意識行

動調査を実施しました。その結果によると、日出町の成人１日あたり食塩摂取量が 13.40 ｇと大分県

下で最も多い状況となりました。（図３）

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

出典：日出町国民健康保険データヘルス計画

出典：県民健康意識行動調査

出典：日出町国民健康保険データヘルス計画

　また、男女別では男性が 15.4 ｇ、女性は 11.6 ｇの食塩摂取量という結果でした。日本人の食事摂

取基準（2015 年度版）では、食塩摂取量の目標量を成人男性が 8.0 ｇ未満、成人女性が 7.0 ｇ未満となっ

ており、比較すると男性は 7.4 ｇ、女性は 4.6 ｇを多く摂り過ぎているということになります。（図 4）

対策１：町報に節塩コーナーを設けて上手に節塩する方法を掲載します。
対策２：国民健康保険加入者（30歳～ 74歳）を対象に尿中塩分測定検査を行い、推定食塩
　　　　摂取量を知ることにより、節塩につなげます。
対策３：住民組織と連携した節塩活動をすすめていきます。

食塩摂取量 男性 女性 備考

日出町（g/ 日） 15.4g 11.6g 県民健康意識行動調査

食塩摂取目標量（g/ 日） 8.0g 未満 7.0g 未満 日本人の食事摂取基準（2015 年版）

　食塩の摂り過ぎが血圧の上昇と関連があることや、減塩によって血圧が下がる効果があることは、

多くの研究で明らかになっています。健康で長生きをするためには放置しておけない問題となってい

ます。そこで、減塩対策に取り組み、高血圧症を予防することで脳血管疾患を減らしていくことが必

要となります。

　私たちは食塩をおいしく感じ、「減塩」と聞くと「おいしくない」というイメージがあり、減塩は難

しいと諦めている方もいるかもしれません。

　県が実施した県民健康意識行動調査で使われた簡易型自記式食事歴法質問票（ＢＤＨＱ）の開発者

でもある東京大学大学院教授の佐々木敏氏は、著書（『栄養データはこう読む！』）の中で食塩と高血

圧について、「血圧は年をとってから急に上がるものではなく、30歳くらいから徐々に上がっていく

ものです。長い間に食べた食塩が加齢による血圧上昇に大きな影響を及ぼしています。減塩は一日に

何ｇと考えるのではなく、生まれてから今までに何 kg 食べたか、そしてこれから一生で何 kg 食べる

のかと考えるべきもので、節約の考え方に似ています。毎日少しずつ、地道に節約。『減塩』と呼ぶよ

りも『節塩』と呼ぶほうがよいかもしれません。前向きな節塩生活、節塩人生、あなたも今日から始

めてみませんか」と述べています。

　　日出町では、平成 29年度から「ひかえめ塩分じっこうしよう」のキャッチフレーズをもとに、節

塩対策を強化していきます。町民の方のご理解がこの節塩対策をすすめていくうえでの鍵となります。

「節塩ナンバー１の日出町」をめざして取り組んでいきましょう。

■問合先

健康増進課　長寿健康係

☎ 73-3130

（図 4）
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今
年
の
城
下
か
れ
い
祭
り
は
、

天
気
に
恵
ま
れ
て
た
く
さ
ん
の
ご

来
場
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
４
年

ぶ
り
の
ス
テ
ー
ジ
も
ほ
ぼ
満
席
の

状
況
で
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

熊
本
地
震
か
ら
学
ぶ
こ
と

　
熊
本
の
地
震
に
つ
い
て
は
、
被

災
地
も
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
始

め
た
と
見
え
て
、
ニ
ュ
ー
ス
で
報

道
さ
れ
る
こ
と
が
だ
ん
だ
ん
少
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
な

か
で
、
４
月
26
日
朝
に
こ
ん
な

ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
て
い
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
は
『
熊
本

地
震
〝
後
輩
の
死
を
伝
え
る
〟
～

悲
し
み
を
語
り
継
ぐ
大
学
生
～
』

と
い
う
見
出
し
の
少
し
長
い
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
登
場
す
る

学
生
や
そ
の
友
人
が
住
ん
で
い
た

ア
パ
ー
ト
が
地
震
で
倒
壊
し
て
、

友
人
が
家
屋
の
瓦
礫
の
下
敷
き
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
と

き
、
無
我
夢
中
で
友
人
を
助
け
出

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
日
頃

か
ら
学
生
同
士
で
部
屋
に
行
き
来

し
て
、
ど
の
部
屋
に
誰
が
い
て
、

部
屋
の
ど
こ
に
寝
て
い
る
か
を

知
っ
て
い
た
か
ら
即
座
に
助
け
ら

れ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、

そ
れ
で
も
一
人
だ
け
助
け
出
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
、
そ
の
こ
と

が
残
念
だ
と
い
う
話
で
し
た
。

　
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
地
域
の
つ
な
が
り
の
こ
と

で
す
。
近
年
、
都
市
化
が
進
み
、

住
民
意
識
も
変
化
し
て
き
て
、
地

域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て
い

く
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
希
薄
化
は
、
災
害
時
の

共
助
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。
災

害
弱
者
に
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ

る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯
は
、
町
内
に
２
８
２
６
世
帯
あ

り
、
う
ち
１
２
３
０
世
帯
が
独
居

の
状
況
で
す
（
平
成
28
年
12
月
末

現
在
）。
こ
れ
ら
の
方
は
、
い
ざ

災
害
と
な
っ
た
と
き
に
自
分
の
命

を
守
る
こ
と
が
ま
ま
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
高
齢
者
で
は
な
く
て

も
場
合
に
よ
っ
て
は
同
じ
状
況
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
は
、
平
時
は

特
に
あ
り
が
た
み
を
感
じ
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
旦
事
が
起

き
た
時
に
は
、
大
き
な
力
に
な
る

と
思
い
ま
す
。『
遠
く
の
親
戚
よ

り
近
く
の
他
人
』
と
は
よ
く
言
っ

た
も
の
で
、
常
日
頃
か
ら
周
囲
の

人
た
ち
と
良
好
な
関
係
を
築
い
て

お
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

　
昨
年
度
に
実
施
さ
れ
た
県
民
健

康
意
識
行
動
調
査
の
結
果
に
よ
る

と
、
日
出
町
は
食
塩
摂
取
量
が
県

下
で
最
も
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
高
血
圧
性
疾
患
の

標
準
化
死
亡
率
が
県
平
均
を
大
き

く
上
回
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
国
民

健
康
保
険
の
医
療
費
を
分
析
す
る

と
脳
血
管
疾
患
患
者
の
一
人
あ
た

り
医
療
費
が
県
内
で
最
も
高
額
で

あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
平
成
25
年
度
に
実
施

し
た
健
康
増
進
・
食
育
推
進
計
画

の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
『
栄
養
・
食
生

活
』
を
学
び
た
い
と
い
う
声
が
最

も
多
く
、
回
答
の
半
数
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た

め
に
、
脳
血
管
疾
患
の
原
因
の
一

つ
と
な
る
高
血
圧
の
予
防
と
し
て

節
塩
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
ま
ず
特
定
健
診
受

診
時
に
尿
検
査
に
よ
る
食
塩
摂
取

量
の
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、
現

在
の
食
習
慣
に
つ
い
て
記
入
し
て

い
た
だ
き
、
健
診
を
受
け
た
方
の

食
塩
摂
取
量
を
目
に
見
え
る
形
で

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
節
塩
に
つ
い
て

の
教
室
を
開
催
し
、
節
塩
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
う
ま
塩
の
試
食
な
ど
を

体
験
し
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
脳
血
管
疾
患
は
、
要

介
護
の
原
因
と
な
り
、
生
活
の
質

の
低
下
を
招
く
ば
か
り
で
な
く
、

医
療
費
や
介
護
給
付
費
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
早
急
な
対
応
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
暮
ら
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
住
民
組
織
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
も
い
た
だ
き
、
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
が
ん
検
診
に
つ
い
て
も

日
出
町
は
受
診
率
が
国
の
目
標
値

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
が

ん
検
診
意
向
調
査
の
結
果
で
は
、

受
診
し
な
い
理
由
の
一
つ
に
『
受

診
時
の
自
己
負
担
額
が
高
い
』
と

の
声
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
年

度
は
そ
の
引
き
下
げ
を
行
い
ま
し

た
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
受
診
し
て

い
た
だ
き
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

町長室から
日出町長　本田 博文

第３回

定 期 相 談 図書館だより
日出町立図書館　☎ 72-3232

新刊案内

■今月の休館日
　５日（月）・12 日（月）・19 日（月）・26 日（月）・29 日（木）
■読み聞かせ（おはなしのへやで開催）
　○『ブーフーウー』による読み聞かせ
　　日時：　６月 10 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　　対象：　乳幼児～幼児
　○『FUMFUM（ふむふむ）』による読み聞かせ
　　日時：　６月 24 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　　対象：　乳幼児
■図書館見学ツアー
　６月 17 日（土）　13 時 30 分～（事前にお申し込みください。）
■読み聞かせ講習会～初心者向け～
　 読み聞かせに興味のある方、これから読み聞かせをやってみ

たいと思っている方など、初心者向けの講習会です。
　○日時：　第１回　７月１日（土）、第２回　７月８日（土）
　　　　　　第 3 回　７月 15 日（土）
　　　　　　いずれも 13 時 30 分～ 14 時 30 分
　○定員：　20 名
　○講師：　町内で活動している読み聞かせボランティアの方
　○申込方法
　　図書館カウンターまたは電話にてお申し込みください。
　※内容が変わりますので、できるだけ 3 回とも受講して
　　いただくようお願いします。

『�高齢ドライバーの安全心理学』　
松浦常夫：著　東京大学出版会：刊

　高齢者の事故報道が目立つ近頃、本書では、事
故を起こさないためには？運転のやめどきはいつ、
どう判断する？高齢者の運転や事故の特徴、安全
対策などについて、交通心理学の第一人者が解説。
高齢ドライバーとその予備軍、そして心配してい
る家族の方への１冊です。

『安倍三代』
青木　理：著　朝日新聞出版：刊

　総理大臣・安部晋三といえば、母方の祖父に岸
信介を持つことで有名だが、父方の祖父・寛は軍
部と闘った反骨の政治家だった。その跡を継ぎ若
くして政治の道に入った父・晋太郎もリベラルな
政治家として知られる。気鋭のジャーナリストが
安倍三代の軌跡を追う。

『自己責任社会の歩き方
　　　　　　　　　生きるに値する世界のために』
雨宮処凛：著　七つ森書店：刊

　弱いもの、貧困層、障がい者が踏みにじられ、
すべて “自己責任 ” で片づけられてしまう社会。相
模原事件、電通過労死事件など心痛む悲惨な事件
を通し、現代の病巣を描く。生きるに値する世界、
もう少し生きやすい社会を作りたいと願う『生き
させろ！難民化する若者たち』の著者による自己
責任社会との決別の書。

●行政相談
　場所� なんでも相談室（役場新館１階）
　日時� ６月６日（火）10時～ 15時
　� ７月４日（火）10時～ 15時
　問合先� 総務課　☎ 73-3150
●心配ごと相談
　場所� 333 会議室（役場新館 3階）
　日時� ６月 13 日（火）10時～ 15時
　� ７月 11日（火）10時～ 15時
　問合先� 福祉対策課　☎ 73-3121
●消費生活相談
　場所� 商工観光課（役場旧館２階）
　日時� 月～金曜日（※祝休日を除く）
　　　　　８時 30分～ 17時
　※�専門相談員の在席は、月・木曜日（休
庁日の場合は翌開庁日）の９時 30分
～ 16時 30分

　問合先� 商工観光課　☎ 73-3121
●なんでも相談（金曜日を除く平日）
　場所� なんでも相談室（役場新館１階）
　問合先� なんでも相談室　☎ 73-3118
●障がい児・者等支援相談
　相談先� �社会福祉法人みのり村・みのり

障がい者生活支援センター　
� ☎ 75-7020
　相談先� 児童発達支援センター
� 『プリンちゃん』
� ☎ 28-0250
●障がい児・者生活支援相談
　相談先� 太陽の家障害者生活支援センター
� ☎ 72-1682（８時～ 17時）
●高齢者総合相談
　相談先� 地域包括支援センター
� （健康増進課内）☎ 73-3115
●家庭児童・母子婦人相談
　相談先� 福祉対策課　☎ 73-3121
●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎ 0120-462-110
� （24 時間 365 日受付）
●無料人権相談所
　相談先� 大分地方法務局杵築支局
� ☎ 0978-62-2271
　なびダイヤル　☎ 0570-003-110
●法律相談（要予約）
　日時� 第２火曜日（保健福祉センター）
� 第４火曜日（役場 333 会議室）
� ※祝日の場合は休み
� 13 時 30 分～ 16時 30分
　費用� 30 分につき 5,400 円
� ※�収入が一定以下の方および多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会
� � 　☎ 097-536-1458
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ー
ト
が
地
震
で
倒
壊
し
て
、

友
人
が
家
屋
の
瓦
礫
の
下
敷
き
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
と

き
、
無
我
夢
中
で
友
人
を
助
け
出

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
日
頃

か
ら
学
生
同
士
で
部
屋
に
行
き
来

し
て
、
ど
の
部
屋
に
誰
が
い
て
、

部
屋
の
ど
こ
に
寝
て
い
る
か
を

知
っ
て
い
た
か
ら
即
座
に
助
け
ら

れ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、

そ
れ
で
も
一
人
だ
け
助
け
出
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
、
そ
の
こ
と

が
残
念
だ
と
い
う
話
で
し
た
。

　
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
地
域
の
つ
な
が
り
の
こ
と

で
す
。
近
年
、
都
市
化
が
進
み
、

住
民
意
識
も
変
化
し
て
き
て
、
地

域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て
い

く
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
希
薄
化
は
、
災
害
時
の

共
助
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。
災

害
弱
者
に
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ

る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯
は
、
町
内
に
２
８
２
６
世
帯
あ

り
、
う
ち
１
２
３
０
世
帯
が
独
居

の
状
況
で
す
（
平
成
28
年
12
月
末

現
在
）。
こ
れ
ら
の
方
は
、
い
ざ

災
害
と
な
っ
た
と
き
に
自
分
の
命

を
守
る
こ
と
が
ま
ま
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
高
齢
者
で
は
な
く
て

も
場
合
に
よ
っ
て
は
同
じ
状
況
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
は
、
平
時
は

特
に
あ
り
が
た
み
を
感
じ
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
旦
事
が
起

き
た
時
に
は
、
大
き
な
力
に
な
る

と
思
い
ま
す
。『
遠
く
の
親
戚
よ

り
近
く
の
他
人
』
と
は
よ
く
言
っ

た
も
の
で
、
常
日
頃
か
ら
周
囲
の

人
た
ち
と
良
好
な
関
係
を
築
い
て

お
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

　
昨
年
度
に
実
施
さ
れ
た
県
民
健

康
意
識
行
動
調
査
の
結
果
に
よ
る

と
、
日
出
町
は
食
塩
摂
取
量
が
県

下
で
最
も
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
高
血
圧
性
疾
患
の

標
準
化
死
亡
率
が
県
平
均
を
大
き

く
上
回
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
国
民

健
康
保
険
の
医
療
費
を
分
析
す
る

と
脳
血
管
疾
患
患
者
の
一
人
あ
た

り
医
療
費
が
県
内
で
最
も
高
額
で

あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
平
成
25
年
度
に
実
施

し
た
健
康
増
進
・
食
育
推
進
計
画

の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
『
栄
養
・
食
生

活
』
を
学
び
た
い
と
い
う
声
が
最

も
多
く
、
回
答
の
半
数
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た

め
に
、
脳
血
管
疾
患
の
原
因
の
一

つ
と
な
る
高
血
圧
の
予
防
と
し
て

節
塩
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
ま
ず
特
定
健
診
受

診
時
に
尿
検
査
に
よ
る
食
塩
摂
取

量
の
把
握
を
行
う
と
と
も
に
、
現

在
の
食
習
慣
に
つ
い
て
記
入
し
て

い
た
だ
き
、
健
診
を
受
け
た
方
の

食
塩
摂
取
量
を
目
に
見
え
る
形
で

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
節
塩
に
つ
い
て

の
教
室
を
開
催
し
、
節
塩
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
う
ま
塩
の
試
食
な
ど
を

体
験
し
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
脳
血
管
疾
患
は
、
要

介
護
の
原
因
と
な
り
、
生
活
の
質

の
低
下
を
招
く
ば
か
り
で
な
く
、

医
療
費
や
介
護
給
付
費
の
増
加
に

つ
な
が
る
た
め
早
急
な
対
応
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
暮
ら
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
住
民
組
織
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
も
い
た
だ
き
、
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
が
ん
検
診
に
つ
い
て
も

日
出
町
は
受
診
率
が
国
の
目
標
値

を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
が

ん
検
診
意
向
調
査
の
結
果
で
は
、

受
診
し
な
い
理
由
の
一
つ
に
『
受

診
時
の
自
己
負
担
額
が
高
い
』
と

の
声
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
年

度
は
そ
の
引
き
下
げ
を
行
い
ま
し

た
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
受
診
し
て

い
た
だ
き
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

町長室から
日出町長　本田 博文

第３回

定 期 相 談 図書館だより
日出町立図書館　☎ 72-3232

新刊案内

■今月の休館日
　５日（月）・12 日（月）・19 日（月）・26 日（月）・29 日（木）
■読み聞かせ（おはなしのへやで開催）
　○『ブーフーウー』による読み聞かせ
　　日時：　６月 10 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　　対象：　乳幼児～幼児
　○『FUMFUM（ふむふむ）』による読み聞かせ
　　日時：　６月 24 日（土）　11 時～ 11 時 30 分
　　対象：　乳幼児
■図書館見学ツアー
　６月 17 日（土）　13 時 30 分～（事前にお申し込みください。）
■読み聞かせ講習会～初心者向け～
　 読み聞かせに興味のある方、これから読み聞かせをやってみ

たいと思っている方など、初心者向けの講習会です。
　○日時：　第１回　７月１日（土）、第２回　７月８日（土）
　　　　　　第 3 回　７月 15 日（土）
　　　　　　いずれも 13 時 30 分～ 14 時 30 分
　○定員：　20 名
　○講師：　町内で活動している読み聞かせボランティアの方
　○申込方法
　　図書館カウンターまたは電話にてお申し込みください。
　※内容が変わりますので、できるだけ 3 回とも受講して
　　いただくようお願いします。

『�高齢ドライバーの安全心理学』　
松浦常夫：著　東京大学出版会：刊

　高齢者の事故報道が目立つ近頃、本書では、事
故を起こさないためには？運転のやめどきはいつ、
どう判断する？高齢者の運転や事故の特徴、安全
対策などについて、交通心理学の第一人者が解説。
高齢ドライバーとその予備軍、そして心配してい
る家族の方への１冊です。

『安倍三代』
青木　理：著　朝日新聞出版：刊

　総理大臣・安部晋三といえば、母方の祖父に岸
信介を持つことで有名だが、父方の祖父・寛は軍
部と闘った反骨の政治家だった。その跡を継ぎ若
くして政治の道に入った父・晋太郎もリベラルな
政治家として知られる。気鋭のジャーナリストが
安倍三代の軌跡を追う。

『自己責任社会の歩き方
　　　　　　　　　生きるに値する世界のために』
雨宮処凛：著　七つ森書店：刊

　弱いもの、貧困層、障がい者が踏みにじられ、
すべて “自己責任 ” で片づけられてしまう社会。相
模原事件、電通過労死事件など心痛む悲惨な事件
を通し、現代の病巣を描く。生きるに値する世界、
もう少し生きやすい社会を作りたいと願う『生き
させろ！難民化する若者たち』の著者による自己
責任社会との決別の書。

●行政相談
　場所� なんでも相談室（役場新館１階）
　日時� ６月６日（火）10時～ 15時
　� ７月４日（火）10時～ 15時
　問合先� 総務課　☎ 73-3150
●心配ごと相談
　場所� 333 会議室（役場新館 3階）
　日時� ６月 13 日（火）10時～ 15時
　� ７月 11日（火）10時～ 15時
　問合先� 福祉対策課　☎ 73-3121
●消費生活相談
　場所� 商工観光課（役場旧館２階）
　日時� 月～金曜日（※祝休日を除く）
　　　　　８時 30分～ 17時
　※�専門相談員の在席は、月・木曜日（休
庁日の場合は翌開庁日）の９時 30分
～ 16時 30分

　問合先� 商工観光課　☎ 73-3121
●なんでも相談（金曜日を除く平日）
　場所� なんでも相談室（役場新館１階）
　問合先� なんでも相談室　☎ 73-3118
●障がい児・者等支援相談
　相談先� �社会福祉法人みのり村・みのり

障がい者生活支援センター　
� ☎ 75-7020
　相談先� 児童発達支援センター
� 『プリンちゃん』
� ☎ 28-0250
●障がい児・者生活支援相談
　相談先� 太陽の家障害者生活支援センター
� ☎ 72-1682（８時～ 17時）
●高齢者総合相談
　相談先� 地域包括支援センター
� （健康増進課内）☎ 73-3115
●家庭児童・母子婦人相談
　相談先� 福祉対策課　☎ 73-3121
●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎ 0120-462-110
� （24 時間 365 日受付）
●無料人権相談所
　相談先� 大分地方法務局杵築支局
� ☎ 0978-62-2271
　なびダイヤル　☎ 0570-003-110
●法律相談（要予約）
　日時� 第２火曜日（保健福祉センター）
� 第４火曜日（役場 333 会議室）
� ※祝日の場合は休み
� 13 時 30 分～ 16時 30分
　費用� 30 分につき 5,400 円
� ※�収入が一定以下の方および多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会
� � 　☎ 097-536-1458
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　地域に受け継がれている農耕に関する伝統芸能等の保存や継承（農耕文化継承）、世界農業遺
産に関連する自主的な取組（提案型地域活動）に対して支援をします。

日出町辺地等定住奨励補助金の創設
　町内の辺地等（※）における人口の増加お
よび地域活力の向上を図るため、今年度から
辺地等における住宅の確保に必要な経費につ
いて定住奨励補助金を交付します。

■対象者
　 現在辺地等に該当しない地域に居住する方

で、辺地等に転入または転居し、定住する
意思のある方

■対象地域
　 町内で辺地等の要件を満たしている地区は

下記の６地区です（平成 29 年３月 31 日
時点）。

南端地区
目刈区、高平区、薄尾区、

今畑区、柏川区

大神地区 八代区

■補助対象事業
①新規建設・住宅購入補助
　上限 100 万円（補助率 10/10）
②改修補助
　上限 50 万円（補助率 2/3）
※ なお、住宅購入補助と改修補助の両方の

定住奨励補助金を受けようとする場合は、
100 万円が限度となります。ただし、それ
ぞれの定住奨励補助金の限度額を超えるこ
とはできません。

　その他詳しい内容については、町ホーム
ページまたは下記までお問い合わせくださ
い。

■問合先
政策推進課　☎ 73-3116

※ 辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和 37 年法律第 88 号）第 2 条
第 1 項に規定する辺地である地域

国東半島宇佐地域世界農業遺産
『地域活力支援事業』を募集します！

■農耕文化継承
　（対象） 
　　 農耕に関する伝統芸能にかかる費用（備品の購入・修繕、ＰＲ

用の印刷物など）
　（補助金額）
　　１事業につき 30 万円以上 100 万円未満
■提案型地域活動
　（対象）
　　 地域づくり、観光振興を目的とする団体が行う世界農業遺産に

関連する取り組みにかかる費用
　（補助金額）
　　 １事業につき 30 万円以上 50 万円未満（ただし、営利目的の場

合は２分の１未満）
※ いずれも『個人および個人経営者』『宗教活動団体』『政治団体』

は対象外となります。
■募集期限　６月 16 日（金）まで

■問合先

農林水産課　☎ 73-3127

ち
で
す
が
、
１
年
が
経
っ
た
卒
園
式
の
時
に
は
、

見
違
え
る
よ
う
な
立
派
な
態
度
と
、
し
っ
か
り

し
た
自
信
に
満
ち
た
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
の
入
学
式
で
は
、
幼
稚
園
と
は
違
っ

て
先
生
の
人
数
が
多
い
の
で
、
担
任
の
先
生
を

見
失
わ
な
い
よ
う
目
で
追
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
。
卒
業
式
で
は
体
格
も
顔
つ
き
も
子
ど

も
ら
し
さ
が
少
し
消
え
、
６
年
間
を
や
り
遂
げ

た
達
成
感
か
ら
く
る
、
逞
し
く
か
つ
頼
も
し
い

目
を
し
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
の
入
学
式
で
は
、
初
め
て
他
地
区
の

同
級
生
と
一
緒
に
な
り
、
さ
て
こ
れ
か
ら
ど
う

や
っ
て
友
人
関
係
を
築
い
て
い
こ
う
か
と
少
々

不
安
そ
う
な
目
を
し
て
い
ま
す
。
卒
業
式
で
は

９
年
間
の
義
務
教
育
が
終
了
し
、
い
よ
い
よ

各
々
が
希
望
す
る
別
々
の
道
に
進
む
、
い
わ
ば

人
生
最
初
の
岐
路
に
な
り
ま
す
。
不
安
が
あ
る

な
か
に
も
、
将
来
を
見
つ
め
る
希
望
に
満
ち
た

き
ら
き
ら
と
輝
く
目
が
印
象
的
で
す
。

　
幼
稚
園
入
園
か
ら
わ
ず
か
10
年
間
で
子
ど
も

た
ち
を
こ
こ
ま
で
成
長
さ
せ
る
教
育
の
力
と
、

そ
れ
に
携
わ
る
先
生
方
の
誇
り
と
情
熱
を
持
っ

た
日
々
の
努
力
の
結
果
に
感
動
し
ま
し
た
。
同

時
に
、
き
ら
き
ら
と
輝
く
目
を
し
た
子
ど
も
た

ち
が
、
本
来
持
っ
て
い
る
無
限
の
可
能
性
を
発

揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
我
々
大
人
の

責
任
で
あ
る
と
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　き
ら
き
ら
と
輝
く
春

　
　
　
　
教
育
長
職
務
代
理
者
　
木
付
　
尚
巳

　
早
い
も
の
で
、
教
育
委
員
に
な
っ
て
２
年
６

カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
生
涯
学
習
や

社
会
体
育
、
学
校
教
育
に
関
連
し
た
様
々
な
行

事
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、

い
つ
も
思
う
こ
と
は
、
町
民
や
保
護
者
の
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
教
育
委
員

会
と
し
て
何
一
つ
企
画
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
し
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と
も
出
来
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
方
に
は
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
教
育
委
員
の
役
目
の
一
つ
と
し
て
、
例
年
、

町
内
の
幼
稚
園
、小
・
中
学
校
の
卒
業
（
園
）
式
・

入
学
（
園
）
式
に
出
席
し
、
祝
辞
を
述
べ
て
い

ま
す
。
今
年
は
桜
の
開
花
が
例
年
よ
り
遅
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
満
開
の
桜
が
子
ど
も
た
ち
を

祝
福
し
、
保
護
者
の
方
々
も
よ
り
一
層
感
慨
深

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
卒
業
式
や
入
学
式
に
出
席
し
て

印
象
に
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
毎
回
、
楽
し

み
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
子
ど
も
た

ち
の
目
の
表
情
で
す
。

　
幼
稚
園
の
入
園
式
で
は
、
ま
だ
ま
だ
保
護
者

が
気
に
な
り
落
ち
着
か
な
い
様
子
の
子
ど
も
た

　こんにちは。鶴崎海陸運輸グループの株式会社
ホックス（HOKS）です。
　弊社は昭和 56 年、当時大分県が推進していた
テクノポリス構想において、県北テクノポリス地
域である日出町に地場第１号企業として設立され
ました。社名の由来は、Ｈ（日出）Ｏ（大分）Ｋ（九
州）Ｓ（世界）と、当地日出町から世界へ大きく
羽ばたこうという想いが込められています。また
先端技術の会社らしく、Hard も Soft も OK とい
う意味も含まれています。
　現在、町内の３つの拠点で約 240 名の従業員
が生産活動に従事しています。主要な業務はコン
ピュータや医療機器、電子機器などに使われてい
るプリント基板の製作ですが、弊社では基板が正
常動作するように電子回路の設計・プログラム開

発や、基板を保護するケースの設計も行っていま
す。品質の良い基板をいかに効率的に製造するか、
製造部門と特殊技術を検討・設計する生産技術部
門などのノウハウ・技術を駆使して、お客様に満
足していただけるように日々努力を続けていま
す。
　また、『現場は最高のセールスマン』をキャッチ
フレーズに『生産革新活動』を従業員全員で行っ
ています。毎朝８時30分から行われる３Ｓ（整理・
整頓・清掃）活動は既に 20 年の実績があり、弊
社の企業文化になっています。これらをベースに
した、外部の方向けの生産革新セミナーも毎回好
評を得ております。
　日出町の企業としてこれからもがんばりますの
で、今後ともよろしくお願いします。

【企業名】 株式会社ホックス
【代表名】 小坪睦治
【所在】 日出町大字大神 9748 番地６
【業務内容】  電子応用機器の製造販売、コンピュータ

などの開発製造
【HP】 http://www.hoks.co.jp/
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　地域に受け継がれている農耕に関する伝統芸能等の保存や継承（農耕文化継承）、世界農業遺
産に関連する自主的な取組（提案型地域活動）に対して支援をします。

日出町辺地等定住奨励補助金の創設
　町内の辺地等（※）における人口の増加お
よび地域活力の向上を図るため、今年度から
辺地等における住宅の確保に必要な経費につ
いて定住奨励補助金を交付します。

■対象者
　 現在辺地等に該当しない地域に居住する方

で、辺地等に転入または転居し、定住する
意思のある方

■対象地域
　 町内で辺地等の要件を満たしている地区は

下記の６地区です（平成 29 年３月 31 日
時点）。

南端地区
目刈区、高平区、薄尾区、

今畑区、柏川区

大神地区 八代区

■補助対象事業
①新規建設・住宅購入補助
　上限 100 万円（補助率 10/10）
②改修補助
　上限 50 万円（補助率 2/3）
※ なお、住宅購入補助と改修補助の両方の

定住奨励補助金を受けようとする場合は、
100 万円が限度となります。ただし、それ
ぞれの定住奨励補助金の限度額を超えるこ
とはできません。

　その他詳しい内容については、町ホーム
ページまたは下記までお問い合わせくださ
い。

■問合先
政策推進課　☎ 73-3116

※ 辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律（昭和 37 年法律第 88 号）第 2 条
第 1 項に規定する辺地である地域

国東半島宇佐地域世界農業遺産
『地域活力支援事業』を募集します！

■農耕文化継承
　（対象） 
　　 農耕に関する伝統芸能にかかる費用（備品の購入・修繕、ＰＲ

用の印刷物など）
　（補助金額）
　　１事業につき 30 万円以上 100 万円未満
■提案型地域活動
　（対象）
　　 地域づくり、観光振興を目的とする団体が行う世界農業遺産に

関連する取り組みにかかる費用
　（補助金額）
　　 １事業につき 30 万円以上 50 万円未満（ただし、営利目的の場

合は２分の１未満）
※ いずれも『個人および個人経営者』『宗教活動団体』『政治団体』

は対象外となります。
■募集期限　６月 16 日（金）まで

■問合先

農林水産課　☎ 73-3127

ち
で
す
が
、
１
年
が
経
っ
た
卒
園
式
の
時
に
は
、

見
違
え
る
よ
う
な
立
派
な
態
度
と
、
し
っ
か
り

し
た
自
信
に
満
ち
た
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
の
入
学
式
で
は
、
幼
稚
園
と
は
違
っ

て
先
生
の
人
数
が
多
い
の
で
、
担
任
の
先
生
を

見
失
わ
な
い
よ
う
目
で
追
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
。
卒
業
式
で
は
体
格
も
顔
つ
き
も
子
ど

も
ら
し
さ
が
少
し
消
え
、
６
年
間
を
や
り
遂
げ

た
達
成
感
か
ら
く
る
、
逞
し
く
か
つ
頼
も
し
い

目
を
し
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
の
入
学
式
で
は
、
初
め
て
他
地
区
の

同
級
生
と
一
緒
に
な
り
、
さ
て
こ
れ
か
ら
ど
う

や
っ
て
友
人
関
係
を
築
い
て
い
こ
う
か
と
少
々

不
安
そ
う
な
目
を
し
て
い
ま
す
。
卒
業
式
で
は

９
年
間
の
義
務
教
育
が
終
了
し
、
い
よ
い
よ

各
々
が
希
望
す
る
別
々
の
道
に
進
む
、
い
わ
ば

人
生
最
初
の
岐
路
に
な
り
ま
す
。
不
安
が
あ
る

な
か
に
も
、
将
来
を
見
つ
め
る
希
望
に
満
ち
た

き
ら
き
ら
と
輝
く
目
が
印
象
的
で
す
。

　
幼
稚
園
入
園
か
ら
わ
ず
か
10
年
間
で
子
ど
も

た
ち
を
こ
こ
ま
で
成
長
さ
せ
る
教
育
の
力
と
、

そ
れ
に
携
わ
る
先
生
方
の
誇
り
と
情
熱
を
持
っ

た
日
々
の
努
力
の
結
果
に
感
動
し
ま
し
た
。
同

時
に
、
き
ら
き
ら
と
輝
く
目
を
し
た
子
ど
も
た

ち
が
、
本
来
持
っ
て
い
る
無
限
の
可
能
性
を
発

揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
我
々
大
人
の

責
任
で
あ
る
と
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　き
ら
き
ら
と
輝
く
春

　
　
　
　
教
育
長
職
務
代
理
者
　
木
付
　
尚
巳

　
早
い
も
の
で
、
教
育
委
員
に
な
っ
て
２
年
６
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経
ち
ま
し
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。
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の
間
、
生
涯
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や
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、
学
校
教
育
に
関
連
し
た
様
々
な
行

事
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、

い
つ
も
思
う
こ
と
は
、
町
民
や
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皆
さ
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積
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な
ご
協
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け
れ
ば
教
育
委
員

会
と
し
て
何
一
つ
企
画
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
し
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と
も
出
来
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
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ん
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謝
の
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持
ち
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。
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役
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述
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す
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遅
か
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の
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も
た
ち
を
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福
し
、
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護
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の
方
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も
よ
り
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層
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深

か
っ
た
の
で
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な
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ょ
う
か
。
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卒
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入
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に
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て

印
象
に
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が
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り
ま
す
。
毎
回
、
楽
し

み
に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
子
ど
も
た

ち
の
目
の
表
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で
す
。
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園
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ど
も
た

　こんにちは。鶴崎海陸運輸グループの株式会社
ホックス（HOKS）です。
　弊社は昭和 56 年、当時大分県が推進していた
テクノポリス構想において、県北テクノポリス地
域である日出町に地場第１号企業として設立され
ました。社名の由来は、Ｈ（日出）Ｏ（大分）Ｋ（九
州）Ｓ（世界）と、当地日出町から世界へ大きく
羽ばたこうという想いが込められています。また
先端技術の会社らしく、Hard も Soft も OK とい
う意味も含まれています。
　現在、町内の３つの拠点で約 240 名の従業員
が生産活動に従事しています。主要な業務はコン
ピュータや医療機器、電子機器などに使われてい
るプリント基板の製作ですが、弊社では基板が正
常動作するように電子回路の設計・プログラム開

発や、基板を保護するケースの設計も行っていま
す。品質の良い基板をいかに効率的に製造するか、
製造部門と特殊技術を検討・設計する生産技術部
門などのノウハウ・技術を駆使して、お客様に満
足していただけるように日々努力を続けていま
す。
　また、『現場は最高のセールスマン』をキャッチ
フレーズに『生産革新活動』を従業員全員で行っ
ています。毎朝８時30分から行われる３Ｓ（整理・
整頓・清掃）活動は既に 20 年の実績があり、弊
社の企業文化になっています。これらをベースに
した、外部の方向けの生産革新セミナーも毎回好
評を得ております。
　日出町の企業としてこれからもがんばりますの
で、今後ともよろしくお願いします。

【企業名】 株式会社ホックス
【代表名】 小坪睦治
【所在】 日出町大字大神 9748 番地６
【業務内容】  電子応用機器の製造販売、コンピュータ

などの開発製造
【HP】 http://www.hoks.co.jp/
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山下歯科医院
広告募集

別添データ

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

税
務
職
員
採
用
試
験
受
験
者
募
集

　
人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本

国
税
局
で
は
、
税
務
職
員
採
用

試
験
の
受
験
者
を
募
集
し
ま

す
。

▼
受
験
資
格

①�

平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び

平
成
30
年
３
月
ま
で
に
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に

準
ず
る
と
認
め
る
者

▼
試
験
の
程
度
　
高
校
卒
業
程
度

▼
申
込
方
法

　�

人
事
院
申
込
専
用
サ
イ
ト

『
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
』
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
期
間

　�

６
月
19
日
（
月
）
午
前
９
時

か
ら
６
月
28
日
（
水
）
ま
で

（
受
信
有
効
）

▼�

問
合
先

　
人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３

　�

熊
本
国
税
局
人
事
第
２
課
試

験
研
修
係

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
６
１
７
１

募��

集

（
内
線
６
０
４
８
）

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、
今
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
資
料
を

無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
出
願
期
間

�

　【
第
１
回
】
６
月
15
日
（
木
）

　
か
ら
８
月
31
日
（
木
）
ま
で

　【
第
２
回
】
９
月
１
日
（
金
）

　
か
ら
９
月
20
日
（
水
）
ま
で

▼�

問
合
先
　
放
送
大
学
大
分
学

習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
４
９
‐
６
６
１
２

消
防
設
備
士
試
験
受
験
者
募
集

　
当
試
験
は
消
防
法
に
基
づ
き

県
の
委
任
に
よ
り
毎
年
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は

第
１
回
試
験
の
受
験
者
を
募
集

し
ま
す
。

▼
試
験
日
時

　�

８
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時

試
験
開
始

▼
試
験
会
場
　
大
分
大
学

▼
願
書
の
配
布

　
６
月
１
日
（
木
）
か
ら

※�

大
分
県
消
防
保
安
室
、
県
内

各
消
防
（
局
）
本
部
、（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部
に
て
配
布
し
ま

す
。

▼
願
書
受
付
期
間

　��【
電
子
申
請
】
６
月
26
日

（
月
）
か
ら
７
月
８
日
（
土
）

ま
で

　�【
書
面
申
請
】
６
月
29
日

（
木
）
か
ら
７
月
11
日
（
火
）

ま
で

▼�

問
合
先
・
願
書
の
提
出
先

　�

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７

　�

大
分
市
長
浜
町
２
‐
12
‐
10

　
昭
栄
ビ
ル
２
階

県
職
員
（
獣
医
師
）
採
用
選
考

　
今
年
度
か
ら
通
年
で
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
随
時
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
試
験
実
施
日

　�

年
４
回
　
※
第
１
回
目
は
６

月
17
日
（
土
）

▼�
問
合
先

　�
県
総
務
部
人
事
課
人
事
班

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
０
５

※�

受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、

シルバー人材センターの会員に
なりませんか？

入会希望者説明会を開催します。
　シルバー事業に興味のある方、健康で働く意欲のあ
る方を対象に入会説明会を開催します。毎月第３金曜
日開催予定です。
■日時　６月 16日（金）10時～ 11時
■�場所
　�日出町シルバー人材センター
　（日出郵便局の隣）
■対象
○町内在住 60歳以上の方
○�センターの趣旨に賛同される方
■問合先　日出町シルバー人材センター
　　　　　☎ 75-9620

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

タ
ー
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
67
‐
１
１
１
１

身
体
に
や
さ
し
い
整
体
施
術
会

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
６
月
13
日
（
火
）

　
13
時
～
17
時

▼�

場
所
　
深
見
記
念
館

▼�

定
員
　
５
名

▼
予
約
・�

問
合
先

　�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

中
小
企
業
経
営
者
の
悩
み
　
　

相
談
し
ま
せ
ん
か

　
大
分
県
最
低
賃
金
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
で
は
、
販
路
開
拓
、

経
営
戦
略
、
生
産
性
向
上
、
Ｉ

Ｔ
活
用
な
ど
の
中
小
企
業
経
営

者
の
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、

相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま

す
。
ま
た
、
専
門
家
の
派
遣
、

相��

談

  

町
民
文
芸

集
し
ま
す
。
受
験
資
格
な
ど
詳

細
は
、
保
健
所
な
ど
で
配
布
す

る
受
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
試
験
日
　
10
月
14
日
（
土
）

▼�

会
場
　
第
１
会
場
　
大
分
商

工
会
議
所

　�

第
２
会
場
　
県
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
（
ア

イ
ネ
ス
）

▼
願
書
受
付
期
間

　��

６
月
26
日
（
月
）
ま
で
（
現

在
受
付
中
）

▼�

問
合
先

　�

調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

☎
０
３
‐
３
６
６
７
‐
１
８
１
５

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

　
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と
は
、
が

ん
を
体
験
し
て
い
る
仲
間
や
、

そ
の
ご
家
族
の
交
流
の
場
で

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
サ
ロ
ン
を

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
参
加

無
料
、
申
込
不
要
。

▼
日
時
　
６
月
９
日
（
金
）

　
14
時
～
16
時

▼
場
所
　

　
交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ｉ
Ｃ
ａ
Ｌ
ｉ

▼�

対
象
　
が
ん
患
者
さ
ん
、
ご

家
族
（
ご
家
族
だ
け
の
参
加

も
可
）

▼�

問
合
先
　
別
府
医
療
セ
ン

県
庁
受
付
な
ど
で
配
布
の
選

考
要
領（
県
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
）

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

調
理
師
試
験
の
実
施

　
調
理
師
試
験
の
受
験
者
を
募

（俳
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出

　
永
松
美
知
子

通
院
の
バ
ス
待
つ
ま
で
の
若
葉
風

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
森
永
　
晏
司

城
下
町
殿
様
迎
え
て
か
れ
い
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
　
塩
出
千
鶴
子

ひ
と
休
み
行
く
あ
て
な
し
の
春
散
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
真
那
井
　
渡
辺
　
薫

偲
ぶ
と
は
感
謝
す
る
こ
と
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
森
永
三
千
代

三
つ
菜
摘
み
指
先
匂
う
木
葉
陰

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
坪
田
京
子

五さ

つ
き

ば
れ

月
晴
飛
行
機
雲
が
彩い

ろ

添
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
柳
　
恵
美
子

濃
霧
晴
れ
満
開
の
中
花
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
定
平
　
勝
義

蝸か
た
つ
む
り牛

梅
の
古
木
を
登
り
け
り

（短
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出

　
杉
田
美
智
子

石し

ゃ
く
な

げ

楠
花
を
愛め

で
つ
つ
登
る
城し

ろ
あ
と跡

に

吹
き
く
る
風
の
ま
だ
肌は

だ
さ
む寒

き

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
目
代
み
や
子

手
馴
れ
た
る
嫁
が
作
り
し
干
し
大
根

雨
後
の
日
差
し
に
香
り
を
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
藤
野
　
和
子

久
し
振
り
手
を
取
り
会
い
ぬ
白
髪
の

増
え
し
は
言
わ
ず
帰
り
来
て
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
廣
井
　
準
平

散
る
梅
と
桜お

う
と
う桃

の
花
左と

み

こ

う

み

見
右
見

し
て
は
わ
が
末
そ
ぞ
ろ
に
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
　
藤
田
　
和
子

高
速
バ
ス
に
隣
の
人
と
干
し
大
根
の

漬
け
方
な
ど
を
語
り
合
う
な
り

2017.6 ㉖

『広報ひじ』に
広告を掲載しませんか？

（※有料広告です）
広告掲載をご希望の場合は、

以下までお問い合わせください。

政策推進課　広報広聴係　☎ 73-3116

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。



山下歯科医院
広告募集

別添データ

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

税
務
職
員
採
用
試
験
受
験
者
募
集

　
人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本

国
税
局
で
は
、
税
務
職
員
採
用

試
験
の
受
験
者
を
募
集
し
ま

す
。

▼
受
験
資
格

①�

平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に

高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び

平
成
30
年
３
月
ま
で
に
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に

準
ず
る
と
認
め
る
者

▼
試
験
の
程
度
　
高
校
卒
業
程
度

▼
申
込
方
法

　�

人
事
院
申
込
専
用
サ
イ
ト

『
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
』
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
期
間

　�

６
月
19
日
（
月
）
午
前
９
時

か
ら
６
月
28
日
（
水
）
ま
で

（
受
信
有
効
）

▼�

問
合
先

　
人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３

　�

熊
本
国
税
局
人
事
第
２
課
試

験
研
修
係

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
６
１
７
１

募��

集

（
内
線
６
０
４
８
）

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、
今
年
度
第

２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
資
料
を

無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
出
願
期
間

�

　【
第
１
回
】
６
月
15
日
（
木
）

　
か
ら
８
月
31
日
（
木
）
ま
で

　【
第
２
回
】
９
月
１
日
（
金
）

　
か
ら
９
月
20
日
（
水
）
ま
で

▼�

問
合
先
　
放
送
大
学
大
分
学

習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
４
９
‐
６
６
１
２

消
防
設
備
士
試
験
受
験
者
募
集

　
当
試
験
は
消
防
法
に
基
づ
き

県
の
委
任
に
よ
り
毎
年
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は

第
１
回
試
験
の
受
験
者
を
募
集

し
ま
す
。

▼
試
験
日
時

　�

８
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時

試
験
開
始

▼
試
験
会
場
　
大
分
大
学

▼
願
書
の
配
布

　
６
月
１
日
（
木
）
か
ら

※�

大
分
県
消
防
保
安
室
、
県
内

各
消
防
（
局
）
本
部
、（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部
に
て
配
布
し
ま

す
。

▼
願
書
受
付
期
間

　��【
電
子
申
請
】
６
月
26
日

（
月
）
か
ら
７
月
８
日
（
土
）

ま
で

　�【
書
面
申
請
】
６
月
29
日

（
木
）
か
ら
７
月
11
日
（
火
）

ま
で

▼�

問
合
先
・
願
書
の
提
出
先

　�

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７

　�

大
分
市
長
浜
町
２
‐
12
‐
10

　
昭
栄
ビ
ル
２
階

県
職
員
（
獣
医
師
）
採
用
選
考

　
今
年
度
か
ら
通
年
で
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
随
時
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
選
考
試
験
実
施
日

　�

年
４
回
　
※
第
１
回
目
は
６

月
17
日
（
土
）

▼�

問
合
先

　�

県
総
務
部
人
事
課
人
事
班

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
０
５

※�

受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、

シルバー人材センターの会員に
なりませんか？

入会希望者説明会を開催します。
　シルバー事業に興味のある方、健康で働く意欲のあ
る方を対象に入会説明会を開催します。毎月第３金曜
日開催予定です。
■日時　６月 16日（金）10時～ 11時
■�場所
　�日出町シルバー人材センター
　（日出郵便局の隣）
■対象
○町内在住 60歳以上の方
○�センターの趣旨に賛同される方
■問合先　日出町シルバー人材センター
　　　　　☎ 75-9620

サンライズ酒井病院矢野小児科

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

タ
ー
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
67
‐
１
１
１
１

身
体
に
や
さ
し
い
整
体
施
術
会

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が
伝

え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体
に
や

さ
し
い
整
体
の
施
術
会
で
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
予
約

が
必
要
で
す
。
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
　
６
月
13
日
（
火
）

　
13
時
～
17
時

▼�

場
所
　
深
見
記
念
館

▼�

定
員
　
５
名

▼
予
約
・�

問
合
先

　�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
の

会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

中
小
企
業
経
営
者
の
悩
み
　
　

相
談
し
ま
せ
ん
か

　
大
分
県
最
低
賃
金
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
で
は
、
販
路
開
拓
、

経
営
戦
略
、
生
産
性
向
上
、
Ｉ

Ｔ
活
用
な
ど
の
中
小
企
業
経
営

者
の
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、

相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま

す
。
ま
た
、
専
門
家
の
派
遣
、

相��

談

  

町
民
文
芸

集
し
ま
す
。
受
験
資
格
な
ど
詳

細
は
、
保
健
所
な
ど
で
配
布
す

る
受
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
試
験
日
　
10
月
14
日
（
土
）

▼�

会
場
　
第
１
会
場
　
大
分
商

工
会
議
所

　�

第
２
会
場
　
県
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
（
ア

イ
ネ
ス
）

▼
願
書
受
付
期
間

　��

６
月
26
日
（
月
）
ま
で
（
現

在
受
付
中
）

▼�

問
合
先

　�

調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

☎
０
３
‐
３
６
６
７
‐
１
８
１
５

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

　
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と
は
、
が

ん
を
体
験
し
て
い
る
仲
間
や
、

そ
の
ご
家
族
の
交
流
の
場
で

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
サ
ロ
ン
を

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
参
加

無
料
、
申
込
不
要
。

▼
日
時
　
６
月
９
日
（
金
）

　
14
時
～
16
時

▼
場
所
　

　
交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ｉ
Ｃ
ａ
Ｌ
ｉ

▼�

対
象
　
が
ん
患
者
さ
ん
、
ご

家
族
（
ご
家
族
だ
け
の
参
加

も
可
）

▼�

問
合
先
　
別
府
医
療
セ
ン

県
庁
受
付
な
ど
で
配
布
の
選

考
要
領（
県
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
）

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

調
理
師
試
験
の
実
施

　
調
理
師
試
験
の
受
験
者
を
募

（俳
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
永
松
美
知
子

通
院
の
バ
ス
待
つ
ま
で
の
若
葉
風

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡
　
森
永
　
晏
司

城
下
町
殿
様
迎
え
て
か
れ
い
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎
　
塩
出
千
鶴
子

ひ
と
休
み
行
く
あ
て
な
し
の
春
散
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
真
那
井

　
渡
辺

　
薫

偲
ぶ
と
は
感
謝
す
る
こ
と
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡

　
森
永
三
千
代

三
つ
菜
摘
み
指
先
匂
う
木
葉
陰

　
　
　
　
　
　
　
　
豊
岡

　
坪
田
京
子

五さ

つ
き

ば
れ

月
晴
飛
行
機
雲
が
彩い

ろ

添
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神
　
柳
　
恵
美
子

濃
霧
晴
れ
満
開
の
中
花
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
定
平
　
勝
義

蝸か
た
つ
む
り牛

梅
の
古
木
を
登
り
け
り

（短
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
日
出
　
杉
田
美
智
子

石し

ゃ
く
な

げ

楠
花
を
愛め

で
つ
つ
登
る
城し

ろ
あ
と跡

に

吹
き
く
る
風
の
ま
だ
肌は

だ
さ
む寒

き

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
目
代
み
や
子

手
馴
れ
た
る
嫁
が
作
り
し
干
し
大
根

雨
後
の
日
差
し
に
香
り
を
立
て
り

　
　
　
　
　
　
　
　
大
神

　
藤
野

　
和
子

久
し
振
り
手
を
取
り
会
い
ぬ
白
髪
の

増
え
し
は
言
わ
ず
帰
り
来
て
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原

　
廣
井

　
準
平

散
る
梅
と
桜お

う
と
う桃

の
花
左と

み

こ

う

み

見
右
見

し
て
は
わ
が
末
そ
ぞ
ろ
に
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
川
崎

　
藤
田

　
和
子

高
速
バ
ス
に
隣
の
人
と
干
し
大
根
の

漬
け
方
な
ど
を
語
り
合
う
な
り

2017.6㉗
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賃
金
と
業
務
の
改
善
を
支
援
す

る
業
務
改
善
助
成
金
の
案
内
も

行
っ
て
い
ま
す
。

▼�

開
所
日
　
月
～
金
曜
日

　�（
た
だ
し
祝
日
お
よ
び
12
月

29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

▼��

受
付
時
間
　
９
時
～
17
時

　�（
来
所
の
受
付
は
16
時
30
分

ま
で
）

※�

火
・
水
曜
日
は
９
時
～
18
時

▼
相
談
方
法

○
電
話

☎
０
１
２
０
‐
０
０
８
‐
３
１
７

　（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

○
メ
ー
ル

　saichinup@
oct-net.ne.jp

　

○
来
所

　�

大
分
県
最
低
賃
金
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
東

春
日
町
17
‐
20
ソ
フ
ト
パ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
２
階
）

※�

来
所
の
際
は
、
事
前
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

県
交
通
事
故
相
談

　
交
通
事
故
の
被
害
者
・
加
害

者
で
お
困
り
の
方
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
無
料
で
す
。

■
相
談
日

　
平
日
（
土
・
日
・
祝
を
除
く
）

■
時
間

　�

８
時
30
分
～
12
時
、
13
時
～

17
時
15
分

※�

面
接
時
間
は
、
９
時
～
12

時
、
13
時
～
16
時

■
場
所
　
県
庁
別
館
５
階

■�

問
合
先
　
県
生
活
環
境
企
画

課
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６

未
就
業
歯
科
衛
生
士
の
皆
さ
ま

資
格
を
活
か
し
ま
せ
ん
か

　
現
在
、
歯
科
衛
生
士
の
働
く

場
所
は
歯
科
医
院
の
み
な
ら

ず
、
公
的
機
関
、
病
院
、
介
護

施
設
（
口
腔
ケ
ア
）
な
ど
活
躍

の
場
が
広
が
っ
て
お
り
ま
す

が
、
近
年
志
望
者
が
減
少
傾
向

に
あ
り
、
県
内
の
歯
科
衛
生
士

不
足
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
地
域
に
お
け
る
歯
科
保
健
医

療
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
に

も
、
皆
さ
ま
の
復
職
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
復
職
に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
、大
分
県
歯
科
衛
生
士
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

　
大
分
県
歯
科
衛
生
士
会

☎
０
９
７
‐
５
４
５
‐
３
２
０
３

※�

電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
は
、

月
・
水
・
金
曜
日
10
時
～
14
時

親
御
様
の
た
め
の
婚
活
無
料
相
談

　
独
身
の
お
子
様
を
持
つ
親
御

様
を
対
象
と
し
た
完
全
予
約
制

の
個
別
相
談
で
す
。
ご
本
人
様

で
も
参
加
可
能
。
年
齢
性
別
を

問
い
ま
せ
ん
。

▼�

日
時
　
６
月
20
日
（
火
）・

７
月
18
日
（
火
）
10
時
～
17

時
（
要
予
約
）

▼�

場
所
　
Ｈ
＆
Ｂ
サ
ロ
ン
（
別

府
市
上
人
西
町
４
‐
１
　
１

階
）

▼
問
合
先
・
予
約
申
込
先

　
Ｈ
＆
Ｂ
（
エ
イ
チ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ー
）

☎
０
９
７
７
‐
75
‐
９
８
８
４

　�

受
付
時
間
９
時
～
18
時
（
土

日
を
除
く
）

※�

出
張
面
談
を
ご
希
望
の
方

は
、
お
電
話
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

赤
十
字
救
急
法
講
習
会

　
事
故
や
急
病
の
時
に
役
立
つ

正
し
い
応
急
手
当
の
仕
方
を
学

び
ま
す
。

▼
日
時

①�

基
礎
講
習�

６
月
16
日
（
金
）
９
時
～
15
時

講��
座

②�

救
急
員
養
成
講
習�

��

６
月
17
日
（
土
）、18
日
（
日
）

　
９
時
～
17
時
30
分

※�

基
礎
講
習
の
み
の
受
講
も
可

能
で
す
。

※�

救
急
員
養
成
講
習
は
、
基
礎

講
習
を
修
了
し
な
い
と
受
講

で
き
ま
せ
ん
。

▼�

場
所�

日
本
赤
十
字
社
大

分
県
支
部（
大
分
市
千
代
町
）

▼
対
象�

15
歳
以
上

▼
定
員�

30
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

※�

申
込
が
10
名
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
の
可
能
性
あ
り

▼�

教
材
費�

①
基
礎
講
習
　
１
５
０
０
円
　

②
養
成
講
習
　
１
７
０
０
円

▼
持
っ
て
く
る
も
の

　�

筆
記
用
具
、
運
動
の
で
き
る

服
装
、
昼
食

▼
申
込
・
問
合
先
　

　�

日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部�

事
業
推
進
課

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
２
２
３
７

調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

　
今
年
度
の
調
理
師
試
験
の
願

書
提
出
者
、
な
ら
び
に
今
後
調

理
師
試
験
を
受
け
る
予
定
で
、

事
前
に
学
習
し
よ
う
と
す
る
方

を
対
象
と
し
た
講
習
会
を
開
催

鈴木病院
日出児玉病院

別添データ
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し
ま
す
。

※�

本
講
習
会
を
受
講
し
た
だ
け

で
は
、
調
理
師
試
験
の
受
験

資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼�

講
習
日
程
　
７
月
３
日

（
月
）・
４
日
（
火
）
10
時
30

分
～
15
時
30
分

▼�

場
所
　
別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ

ザ
３
階
31
会
議
室

�

▼��

問
合
先

　
大
分
県
食
品
衛
生
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
０
０
８
１

消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習
会

　
今
年
度
の
消
防
設
備
士
試
験

を
受
験
す
る
方
を
対
象
と
し
た

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼�

講
習
日
時
　
７
月
30
日（
日
）

９
時
30
分
～
17
時

▼�

場
所
　
大
分
県
教
育
会
館

▼�

講
習
種
別
　
１
類
・
４
類
・

６
類
（
各
甲
乙
種
）

▼�

受
付
期
間
　
６
月
19
日

（
月
）
～
７
月
21
日
（
金
）

▼�

受
講
申
込
書
の
交
付
場
所

　�

各
消
防
本
部
（
局
）、
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
、
当
協

会

�

▼��

問
合
先

　�

大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

甲
種
防
火
管
理
（
再
）
講
習

▼�

講
習
日
時
　
７
月
14
日（
金
）

▼�

場
所
　
大
分
県
教
育
会
館

（
大
分
市
下
郡
４
９
６
‐

３
８
）

▼
受
付
期
間
　
６
月
12
日

（
月
）
～
６
月
19
日
（
月
）

▼�

受
講
料
　
５
５
０
０
円

▼�

定
員
　
50
名

▼
受
講
申
込
書
の
交
付
場
所

　
各
消
防
本
部
（
局
）、
当
協
会

※�

日
本
防
火
・
防
災
協
会
お
よ

び
当
協
会
の
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼�

そ
の
他
　
講
習
会
当
日
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
必

ず
受
付
期
間
中
に
受
講
の
申

込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�

▼��

問
合
先

　�

大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

林
業
・
木
材
製
造
支
援
講
習

　
就
職
・
就
業
・
派
遣
を
希
望

す
る
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と

し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
無
料
。

▼�

募
集
期
間
　
６
月
21
日（
水
）

必
着

▼�

実
施
期
間
　
７
月
４
日（
火
）

～
７
月
７
日
（
金
）
４
日
間

■問合先
700MHz テレビ受信障害対策コールセンター
☎ 0120-700-012 または 050-3786-0700
受付時間　９時～ 22 時
　　　　　（土日・祝祭日および年末年始を含む）

　平成 29 年６月 22 日より、日出町内の一部地域
において、携帯電話の新しい電波利用を開始します。
開始に伴い、テレビ映像に影響の出るおそれのある
ご家庭には５月以降に右のようなチラシが配布され
ます。
　影響が出た場合は、一般社団法人 700MHz（メガ
ヘルツ）利用推進協会が回復作業を行いますので、
以下コールセンターまでご連絡をお願いします。

テレビの視聴に関するお知らせ

※回復作業は当協会負担にて実施する
ため、費用を請求することは一切あり
ません。
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賃
金
と
業
務
の
改
善
を
支
援
す

る
業
務
改
善
助
成
金
の
案
内
も

行
っ
て
い
ま
す
。

▼�

開
所
日
　
月
～
金
曜
日

　�（
た
だ
し
祝
日
お
よ
び
12
月

29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

▼��

受
付
時
間
　
９
時
～
17
時

　�（
来
所
の
受
付
は
16
時
30
分

ま
で
）

※�

火
・
水
曜
日
は
９
時
～
18
時

▼
相
談
方
法

○
電
話

☎
０
１
２
０
‐
０
０
８
‐
３
１
７

　（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

○
メ
ー
ル

　saichinup@
oct-net.ne.jp

　

○
来
所

　�

大
分
県
最
低
賃
金
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
東

春
日
町
17
‐
20
ソ
フ
ト
パ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
２
階
）

※�

来
所
の
際
は
、
事
前
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

県
交
通
事
故
相
談

　
交
通
事
故
の
被
害
者
・
加
害

者
で
お
困
り
の
方
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
無
料
で
す
。

■
相
談
日

　
平
日
（
土
・
日
・
祝
を
除
く
）

■
時
間

　�

８
時
30
分
～
12
時
、
13
時
～

17
時
15
分

※�

面
接
時
間
は
、
９
時
～
12

時
、
13
時
～
16
時

■
場
所
　
県
庁
別
館
５
階

■�

問
合
先
　
県
生
活
環
境
企
画

課
交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６

未
就
業
歯
科
衛
生
士
の
皆
さ
ま

資
格
を
活
か
し
ま
せ
ん
か

　
現
在
、
歯
科
衛
生
士
の
働
く

場
所
は
歯
科
医
院
の
み
な
ら

ず
、
公
的
機
関
、
病
院
、
介
護

施
設
（
口
腔
ケ
ア
）
な
ど
活
躍

の
場
が
広
が
っ
て
お
り
ま
す

が
、
近
年
志
望
者
が
減
少
傾
向

に
あ
り
、
県
内
の
歯
科
衛
生
士

不
足
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
地
域
に
お
け
る
歯
科
保
健
医

療
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
に

も
、
皆
さ
ま
の
復
職
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
復
職
に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
、大
分
県
歯
科
衛
生
士
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

　
大
分
県
歯
科
衛
生
士
会

☎
０
９
７
‐
５
４
５
‐
３
２
０
３

※�

電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
は
、

月
・
水
・
金
曜
日
10
時
～
14
時

親
御
様
の
た
め
の
婚
活
無
料
相
談

　
独
身
の
お
子
様
を
持
つ
親
御

様
を
対
象
と
し
た
完
全
予
約
制

の
個
別
相
談
で
す
。
ご
本
人
様

で
も
参
加
可
能
。
年
齢
性
別
を

問
い
ま
せ
ん
。

▼�

日
時
　
６
月
20
日
（
火
）・

７
月
18
日
（
火
）
10
時
～
17

時
（
要
予
約
）

▼�

場
所
　
Ｈ
＆
Ｂ
サ
ロ
ン
（
別

府
市
上
人
西
町
４
‐
１
　
１

階
）

▼
問
合
先
・
予
約
申
込
先

　
Ｈ
＆
Ｂ
（
エ
イ
チ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ー
）

☎
０
９
７
７
‐
75
‐
９
８
８
４

　�

受
付
時
間
９
時
～
18
時
（
土

日
を
除
く
）

※�

出
張
面
談
を
ご
希
望
の
方

は
、
お
電
話
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

赤
十
字
救
急
法
講
習
会

　
事
故
や
急
病
の
時
に
役
立
つ

正
し
い
応
急
手
当
の
仕
方
を
学

び
ま
す
。

▼
日
時

①�

基
礎
講
習�

６
月
16
日
（
金
）
９
時
～
15
時

講��

座

②�

救
急
員
養
成
講
習�

��

６
月
17
日
（
土
）、18
日
（
日
）

　
９
時
～
17
時
30
分

※�

基
礎
講
習
の
み
の
受
講
も
可

能
で
す
。

※�

救
急
員
養
成
講
習
は
、
基
礎

講
習
を
修
了
し
な
い
と
受
講

で
き
ま
せ
ん
。

▼�

場
所�

日
本
赤
十
字
社
大

分
県
支
部（
大
分
市
千
代
町
）

▼
対
象�

15
歳
以
上

▼
定
員�

30
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

※�

申
込
が
10
名
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
の
可
能
性
あ
り

▼�

教
材
費�

①
基
礎
講
習
　
１
５
０
０
円
　

②
養
成
講
習
　
１
７
０
０
円

▼
持
っ
て
く
る
も
の

　�

筆
記
用
具
、
運
動
の
で
き
る

服
装
、
昼
食

▼
申
込
・
問
合
先
　

　�

日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部�

事
業
推
進
課

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
２
２
３
７

調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

　
今
年
度
の
調
理
師
試
験
の
願

書
提
出
者
、
な
ら
び
に
今
後
調

理
師
試
験
を
受
け
る
予
定
で
、

事
前
に
学
習
し
よ
う
と
す
る
方

を
対
象
と
し
た
講
習
会
を
開
催

鈴木病院
日出児玉病院

別添データ

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

し
ま
す
。

※�
本
講
習
会
を
受
講
し
た
だ
け

で
は
、
調
理
師
試
験
の
受
験

資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼�

講
習
日
程
　
７
月
３
日

（
月
）・
４
日
（
火
）
10
時
30

分
～
15
時
30
分

▼�

場
所
　
別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ

ザ
３
階
31
会
議
室

�

▼��

問
合
先

　
大
分
県
食
品
衛
生
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
０
０
８
１

消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習
会

　
今
年
度
の
消
防
設
備
士
試
験

を
受
験
す
る
方
を
対
象
と
し
た

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼�

講
習
日
時
　
７
月
30
日（
日
）

９
時
30
分
～
17
時

▼�

場
所
　
大
分
県
教
育
会
館

▼�

講
習
種
別
　
１
類
・
４
類
・

６
類
（
各
甲
乙
種
）

▼�

受
付
期
間
　
６
月
19
日

（
月
）
～
７
月
21
日
（
金
）

▼�

受
講
申
込
書
の
交
付
場
所

　�

各
消
防
本
部
（
局
）、
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
、
当
協

会

�

▼��

問
合
先

　�

大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

甲
種
防
火
管
理
（
再
）
講
習

▼�

講
習
日
時
　
７
月
14
日（
金
）

▼�

場
所
　
大
分
県
教
育
会
館

（
大
分
市
下
郡
４
９
６
‐

３
８
）

▼
受
付
期
間
　
６
月
12
日

（
月
）
～
６
月
19
日
（
月
）

▼�

受
講
料
　
５
５
０
０
円

▼�

定
員
　
50
名

▼
受
講
申
込
書
の
交
付
場
所

　
各
消
防
本
部
（
局
）、
当
協
会

※�

日
本
防
火
・
防
災
協
会
お
よ

び
当
協
会
の
Ｈ
Ｐ
で
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼�

そ
の
他
　
講
習
会
当
日
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
必

ず
受
付
期
間
中
に
受
講
の
申

込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�

▼��

問
合
先

　�

大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

林
業
・
木
材
製
造
支
援
講
習

　
就
職
・
就
業
・
派
遣
を
希
望

す
る
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
と

し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
無
料
。

▼�

募
集
期
間
　
６
月
21
日（
水
）

必
着

▼�

実
施
期
間
　
７
月
４
日（
火
）

～
７
月
７
日
（
金
）
４
日
間

■問合先
700MHz テレビ受信障害対策コールセンター
☎ 0120-700-012 または 050-3786-0700
受付時間　９時～ 22 時
　　　　　（土日・祝祭日および年末年始を含む）

　平成 29 年６月 22 日より、日出町内の一部地域
において、携帯電話の新しい電波利用を開始します。
開始に伴い、テレビ映像に影響の出るおそれのある
ご家庭には５月以降に右のようなチラシが配布され
ます。
　影響が出た場合は、一般社団法人 700MHz（メガ
ヘルツ）利用推進協会が回復作業を行いますので、
以下コールセンターまでご連絡をお願いします。

テレビの視聴に関するお知らせ

※回復作業は当協会負担にて実施する
ため、費用を請求することは一切あり
ません。
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※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。
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※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

▼�
募
集
人
数
　
10
名
〔
６
月
27

日
（
火
）
選
考
会
〕

▼�

場
所
　
杵
築
市
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー

▼�

申
込
・
問
合
先
　
大
分
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

子
育
て
支
援
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
パ
ソ
コ
ン
講
座
』

　
年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

ん
。
無
料
託
児
は
人
数
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
申
込
時
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▼
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
限
　
６
月
23
日（
金
）

【�

ワ
ー
ド
・

　
　
エ
ク
セ
ル
実
践
講
座
③
】

▼
日
時

　
７
月
７
・
14
・
21
・
28
日
（
金
）

　
10
時
～
12
時

▼
受
講
料

　
３
０
０
０
円
（
全
４
回
）

【
無
料
Ｉ
Ｔ
相
談
】

▼
日
時
　
７
月
６
・
20
日
（
木
）

　
13
時
～
15
時

▼
申
込
・
問
合
先

　
パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

　

お
う
ち
で
出
来
る
か
ん
た
ん
ヨ
ガ

　
動
き
や
す
く
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
体
調
に
不
安

の
あ
る
方
は
主
治
医
に
ご
相
談

の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参

加
無
料
。
申
込
不
要
。

▼�

日
時
　
６
月
15
日
（
木
）

　
14
時
～
15
時
30
分

▼�
場
所
　
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

▼�
対
象
　
患
者
さ
ん
、
ご
家
族

お
よ
び
一
般
の
方

�

▼��

問
合
先

　
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

　
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
67
‐
１
１
１
１

大
分
県
難
聴
者
難
聴
者
協
会

定
例
会
（
茶
話
会
）

　
聴
力
の
低
下
に
よ
り
、
人
付

き
合
い
に
ス
ト
レ
ス
や
不
安
を

感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。
聞
こ
え

の
悩
み
を
分
か
ち
合
い
、
明
る

く
生
き
る
足
が
か
り
と
な
れ
る

場
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼�

開
催
日
　
６
月
17
日
（
土
）・

７
月
９
日
（
日
）・
８
月
12

日
（
土
）

そ
の
他

▼
時
間
　
10
時
～
12
時

▼�
場
所
　
大
分
県
聴
覚
障
害
者

セ
ン
タ
ー

▼�

問
合
先

　�

大
分
県
難
聴
者
協
会

☎
０
８
０
‐
１
７
４
２
‐
１
２
６
１

　（
小
倉
）

歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
取
得
し

ま
せ
ん
か

　
歯
科
衛
生
士
は
、
お
口
の
健

康
づ
く
り
と
口
腔
ケ
ア
で
、
笑

顔
の
あ
る
健
康
な
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
国
家
資
格
の
専
門

職
で
す
。
県
内
に
は
２
つ
の
歯

科
衛
生
士
専
門
学
校
が
あ
り
、

学
校
の
ご
紹
介
や
保
護
者
の
学

費
負
担
を
軽
く
す
る
奨
学
金
制

度
の
ご
紹
介
を
行
っ
て
い
ま

す
。
資
料
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼�

問
合
先

　
大
分
県
歯
科
技
術
専
門
学
校

　�（
別
府
市
亀
川
中
央
町
29
‐
10
）

☎
67
‐
３
０
３
８

　�
大
分
歯
科
専
門
学
校

　�（
大
分
市
千
代
町
３
‐
３
‐
８
）

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
３
０
３
８

交通遺児育英会奨学金制度
　当奨学金制度は、保護者が交通事故で死亡するなど、
経済的理由で修学が困難な者に奨学金を貸与して、教
育の機会均等を図り、社会有用の人材を育成すること
を目的としています。
■奨学金の概要（※詳しくはお問い合わせ下さい）
○保護者などが交通事故で死亡・重度後遺障害となっ
た家庭のお子様が対象
○高校生以上の生徒・学生に貸与
○奨学金は無利息
○奨学金　月額２万～ 10万円
○入学一時金貸与制度　20万～ 80万円（１年次１回
限り）
○返還は最長 20年　など
■問合先　交通遺児育英会
　　　　　☎ 0120-521-286（フリーダイヤル）

てしまこどもの杜暘谷苑

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

お
誕
生
お
め
で
と
う

（��

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

（
　
）
内
は
行
年
・
地
区
名

＊
４
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

後
藤
　
公
也�

（
85�

中
の
二
）

利
光
　

昭�

（
74�

西
の
三
）

日
隈
　
孝
治�

（
72�

西
の
三
）

佐
保
　
英
子�

（
90�

団
地
南
）

�

石
　
勇
雄�

（
92�

団
地
南
）

藤
井
　

彦�

（
85�

上
仁
王
）

木
村
ヱ
ミ
子�

（
90�

内
堀
）

後
藤
　
和
信�

（
83�

西
部
）

後
藤
　
助
久�

（
92�

西
小
深
江
）

�

都
宮
百
合
子�（
92�

内
野
）

工
藤
　
義
昭�

（
78�

大
神
中
央
）

堀
上
　
利
德�

（
83�

三
尺
山
）

藤
川
須
磨
子�

（
85�

日
比
の
浦
）

福
田
　
笑
子�

（
84�

原
山
）

二の丸館�　イベント情報

　６月 30日（金）～７月２日（日）
　
　陶芸教室作品展示会

安
部
　
翔し
ょ
う
り李�

（
孝
誠�

是
城
）

石
田
　
隼は
や
と士�

（
淳
一�

是
城
）

辻
本
　
莉り

こ來�

（
亜
希
羅��

是
城
）

岸
田
　
美み
さ
き咲�

（
裕
太�

小
浦
）

松
下
　
大た
い
ら輝�

（
真
也�

日
出
団
地
）

山
下
　
統と
う
や也�

（
和
也�

南
部
）

髙
月
　
唯ゆ
い
し
ん真�

（
善
徳�

南
部
）

尾
造
　
鈴す
ず
な奈�

（
恵
暢�

中
部
）

阿
部
朔さ
く
た
ろ
う

太
郎�

（
将
直�

中
部
）

西
郷
　
桃も
も
は永�

（
友
也�

平
原
）

秋
　
　
陽ひ
ま
り莉�

（
大
樹�

内
野
）

中央公民館ホール　イベント情報

　７月２日（日）　10時～ 16時 30分
　　　　　　　　　（９時 30分開場）
　暘谷ふれあい歌謡祭
　　特別ゲスト　歌手　千葉　一夫　氏
　※無料、一般観覧可

消
費
者
被
害
救
済
の
た
め
の
新

た
な
制
度
が
で
き
ま
し
た

　
個
々
の
消
費
者
が
受
け
た
被

害
（
騙
さ
れ
て
商
品
を
購
入
し

て
し
ま
っ
た
た
め
代
金
を
返
し

て
ほ
し
い
な
ど
）
を
集
団
的
に

救
済
す
る
た
め
『
消
費
者
の
財

産
的
被
害
の
集
団
的
な
回
復
の

た
め
の
民
事
の
裁
判
手
続
の
特

例
に
関
す
る
法
律
』
が
平
成
28

年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
新
し
い
制
度
の
も
と
で
は
、

内
閣
総
理
大
臣
に
認
定
さ
れ
た

団
体
（
特
定
適
格
消
費
者
団

体
）
が
、
事
業
者
に
対
し
、
当

該
事
業
者
が
多
く
の
消
費
者
に

共
通
し
て
代
金
返
還
な
ど
の
義

務
を
負
う
こ
と
の
確
認
を
求
め

る
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※�

制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、
裁

判
所
Ｈ
Ｐ
お
よ
び
政
府
広
報
オ

ン
ラ
イ
ン
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
出
支
援
学
校
　
学
校
公
開

　
本
校
で
は
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
学

校
公
開
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
以
下
の
日
程
で
行
い

ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
方
は

ノルディックウォーク教室
参加者募集

　ノルディックウォークとは、２
本のポールを使って歩くフィット
ネスウォークです。参加して健康
的な汗をかきませんか？

■日時　６月 11日（日）９時～
■場所�　川崎体育館
■募集人数　50名
■募集締切　６月８日（木）まで
■参加料　100 円（保険料）
※ひまわりのたね会員は不要
■申込先・問合先�
日出町総合型地域スポーツクラブ
ひまわりのたね事務局
☎ 28-0085

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
６
月
28
日(

水)

　�

９
時
～
12
時
　
学
校
説
明
、

公
開
授
業

　
13
時
～
　
教
育
相
談

■
問
合
先
　
72-

２
３
０
５

　
　
　（
教
頭
　
髙
橋
ま
で
）
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▼�

募
集
人
数
　
10
名
〔
６
月
27

日
（
火
）
選
考
会
〕

▼�

場
所
　
杵
築
市
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー

▼�

申
込
・
問
合
先
　
大
分
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
４
０
‐
６
３
１
３

子
育
て
支
援
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
パ
ソ
コ
ン
講
座
』

　
年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

ん
。
無
料
託
児
は
人
数
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
、
申
込
時
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▼
場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
限
　
６
月
23
日（
金
）

【�

ワ
ー
ド
・

　
　
エ
ク
セ
ル
実
践
講
座
③
】

▼
日
時

　
７
月
７
・
14
・
21
・
28
日
（
金
）

　
10
時
～
12
時

▼
受
講
料

　
３
０
０
０
円
（
全
４
回
）

【
無
料
Ｉ
Ｔ
相
談
】

▼
日
時
　
７
月
６
・
20
日
（
木
）

　
13
時
～
15
時

▼
申
込
・
問
合
先

　
パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

　

お
う
ち
で
出
来
る
か
ん
た
ん
ヨ
ガ

　
動
き
や
す
く
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
体
調
に
不
安

の
あ
る
方
は
主
治
医
に
ご
相
談

の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参

加
無
料
。
申
込
不
要
。

▼�

日
時
　
６
月
15
日
（
木
）

　
14
時
～
15
時
30
分

▼�

場
所
　
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

▼�

対
象
　
患
者
さ
ん
、
ご
家
族

お
よ
び
一
般
の
方

�

▼��

問
合
先

　
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

　
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
67
‐
１
１
１
１

大
分
県
難
聴
者
難
聴
者
協
会

定
例
会
（
茶
話
会
）

　
聴
力
の
低
下
に
よ
り
、
人
付

き
合
い
に
ス
ト
レ
ス
や
不
安
を

感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
。
聞
こ
え

の
悩
み
を
分
か
ち
合
い
、
明
る

く
生
き
る
足
が
か
り
と
な
れ
る

場
で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼�

開
催
日
　
６
月
17
日
（
土
）・

７
月
９
日
（
日
）・
８
月
12

日
（
土
）

そ
の
他

▼
時
間
　
10
時
～
12
時

▼�

場
所
　
大
分
県
聴
覚
障
害
者

セ
ン
タ
ー

▼�

問
合
先

　�

大
分
県
難
聴
者
協
会

☎
０
８
０
‐
１
７
４
２
‐
１
２
６
１

　（
小
倉
）

歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
取
得
し

ま
せ
ん
か

　
歯
科
衛
生
士
は
、
お
口
の
健

康
づ
く
り
と
口
腔
ケ
ア
で
、
笑

顔
の
あ
る
健
康
な
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
国
家
資
格
の
専
門

職
で
す
。
県
内
に
は
２
つ
の
歯

科
衛
生
士
専
門
学
校
が
あ
り
、

学
校
の
ご
紹
介
や
保
護
者
の
学

費
負
担
を
軽
く
す
る
奨
学
金
制

度
の
ご
紹
介
を
行
っ
て
い
ま

す
。
資
料
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼�

問
合
先

　
大
分
県
歯
科
技
術
専
門
学
校

　�（
別
府
市
亀
川
中
央
町
29
‐
10
）

☎
67
‐
３
０
３
８

　�

大
分
歯
科
専
門
学
校

　�（
大
分
市
千
代
町
３
‐
３
‐
８
）

☎
０
９
７
‐
５
３
５
‐
３
０
３
８

交通遺児育英会奨学金制度
　当奨学金制度は、保護者が交通事故で死亡するなど、
経済的理由で修学が困難な者に奨学金を貸与して、教
育の機会均等を図り、社会有用の人材を育成すること
を目的としています。
■奨学金の概要（※詳しくはお問い合わせ下さい）
○保護者などが交通事故で死亡・重度後遺障害となっ
た家庭のお子様が対象
○高校生以上の生徒・学生に貸与
○奨学金は無利息
○奨学金　月額２万～ 10万円
○入学一時金貸与制度　20万～ 80万円（１年次１回
限り）
○返還は最長 20年　など
■問合先　交通遺児育英会
　　　　　☎ 0120-521-286（フリーダイヤル）

てしまこどもの杜暘谷苑

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

お
誕
生
お
め
で
と
う

（��

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

（
　
）
内
は
行
年
・
地
区
名

＊
４
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

後
藤
　
公
也�

（
85�

中
の
二
）

利
光
　

昭�

（
74�

西
の
三
）

日
隈
　
孝
治�

（
72�

西
の
三
）

佐
保
　
英
子�

（
90�

団
地
南
）

�

石
　
勇
雄�

（
92�

団
地
南
）

藤
井
　

彦�

（
85�

上
仁
王
）

木
村
ヱ
ミ
子�

（
90�

内
堀
）

後
藤
　
和
信�

（
83�

西
部
）

後
藤
　
助
久�

（
92�

西
小
深
江
）

�

都
宮
百
合
子�（
92�

内
野
）

工
藤
　
義
昭�

（
78�

大
神
中
央
）

堀
上
　
利
德�

（
83�

三
尺
山
）

藤
川
須
磨
子�

（
85�

日
比
の
浦
）

福
田
　
笑
子�

（
84�

原
山
）

二の丸館�　イベント情報

　６月 30日（金）～７月２日（日）
　
　陶芸教室作品展示会

安
部
　
翔し
ょ
う
り李�

（
孝
誠�

是
城
）

石
田
　
隼は
や
と士�

（
淳
一�

是
城
）

辻
本
　
莉り

こ來�

（
亜
希
羅��

是
城
）

岸
田
　
美み
さ
き咲�

（
裕
太�

小
浦
）

松
下
　
大た
い
ら輝�

（
真
也�

日
出
団
地
）

山
下
　
統と
う
や也�
（
和
也�

南
部
）

髙
月
　
唯ゆ
い
し
ん真�
（
善
徳�

南
部
）

尾
造
　
鈴す
ず
な奈�

（
恵
暢�
中
部
）

阿
部
朔さ
く
た
ろ
う

太
郎�

（
将
直�
中
部
）

西
郷
　
桃も
も
は永�

（
友
也�
平
原
）

秋
　
　
陽ひ
ま
り莉�

（
大
樹�

内
野
）

中央公民館ホール　イベント情報

　７月２日（日）　10時～ 16時 30分
　　　　　　　　　（９時 30分開場）
　暘谷ふれあい歌謡祭
　　特別ゲスト　歌手　千葉　一夫　氏
　※無料、一般観覧可

消
費
者
被
害
救
済
の
た
め
の
新

た
な
制
度
が
で
き
ま
し
た

　
個
々
の
消
費
者
が
受
け
た
被

害
（
騙
さ
れ
て
商
品
を
購
入
し

て
し
ま
っ
た
た
め
代
金
を
返
し

て
ほ
し
い
な
ど
）
を
集
団
的
に

救
済
す
る
た
め
『
消
費
者
の
財

産
的
被
害
の
集
団
的
な
回
復
の

た
め
の
民
事
の
裁
判
手
続
の
特

例
に
関
す
る
法
律
』
が
平
成
28

年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　
新
し
い
制
度
の
も
と
で
は
、

内
閣
総
理
大
臣
に
認
定
さ
れ
た

団
体
（
特
定
適
格
消
費
者
団

体
）
が
、
事
業
者
に
対
し
、
当

該
事
業
者
が
多
く
の
消
費
者
に

共
通
し
て
代
金
返
還
な
ど
の
義

務
を
負
う
こ
と
の
確
認
を
求
め

る
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※�

制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、
裁

判
所
Ｈ
Ｐ
お
よ
び
政
府
広
報
オ

ン
ラ
イ
ン
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
出
支
援
学
校
　
学
校
公
開

　
本
校
で
は
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
学

校
公
開
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
以
下
の
日
程
で
行
い

ま
す
の
で
、
参
加
希
望
の
方
は

ノルディックウォーク教室
参加者募集

　ノルディックウォークとは、２
本のポールを使って歩くフィット
ネスウォークです。参加して健康
的な汗をかきませんか？

■日時　６月 11日（日）９時～
■場所�　川崎体育館
■募集人数　50名
■募集締切　６月８日（木）まで
■参加料　100 円（保険料）
※ひまわりのたね会員は不要
■申込先・問合先�
日出町総合型地域スポーツクラブ
ひまわりのたね事務局
☎ 28-0085

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
６
月
28
日(

水)

　�

９
時
～
12
時
　
学
校
説
明
、

公
開
授
業

　
13
時
～
　
教
育
相
談

■
問
合
先
　
72-

２
３
０
５

　
　
　（
教
頭
　
髙
橋
ま
で
）
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日 出 町 の 人 の う ご き

世帯数	 12,193	（＋ 20）	 ＋	 20
人　口	 28,518	（－	 6）	 －	 6
	 男	 13,652	（－	16）	 －	 16
	 女	 14,866	（＋	10）	 ＋	 10
	 南端	 285	（－	 2）	
	 豊岡	 7,202	（－ 20）	
	 日出	 5,889	（－ 11）
	 藤原	 3,870	（＋ 14）
	 川崎	 6,063	（＋	11）
	 大神	 5,209	（＋	 2）
	 （　）	内は前月比
	 	内は平成 29 年４月１日比　

平成 29年５月１日現在の
住民基本台帳の登録人口

13 年の歳月を重ね、桜 200 本を植樹
日出バイパス沿いに美しい桜並木

No.87

今年４月上旬ごろの満開の様子。思わず目を留めてしまう

阿部　敦
あつし

司さん（78）
（日出地区　上仁王）

　日出地区を通る日出バイ
パス沿いの道路に美しい桜
並木があるのをご存知で
しょうか。
　これらの桜の木は、地元
上仁王区にお住まいの阿部
敦司さんが 13 年の歳月を
重ねて植樹活動を続けてき
た賜

たまもの

物です。
　阿部さんは、農業を営む
傍ら、約 30 年にわたり庭
師として活躍したキャリア
を持ちます。美しいことで
知られる的山荘の庭園のお
手入れをしていたことも。
　植樹活動をはじめたきっ
かけは、日出バイパス沿い
の道路の草木が伸び、荒れ
果てていたのを目にして心

を痛めたこと。
　「伸びきっていた竹や雑
木などを伐採しながら、１
年 で 10 ～ 20 本 ず つ 桜 を
植樹しました。１本の桜が
一人前に花を咲かせるのに
10 年はかかるからね」と
阿部さんは話します。
　植樹開始から 10 年が経
過した平成 26 年には、同
級生らを招いてのお花見を
催したそうです。
　「植樹活動と花見の様子
が新聞で取り上げられ、一
般の方にも認知されるよう
になりました。嬉しいかぎ
りです」
　植樹活動は今も続けてお
り、また、植樹を行った箇

所では、下草を刈ったりと
定期的な手入れを欠かして
いません。
　「私も年をとり、年々作
業がつらくなってきました。
それでも体が動く限り続け
ていきたいと思っていま
す」
　多くの人に桜を見てほし
いというのが阿部さんの願
い。来年の春、ぜひ見に行っ
てみてはいかがですか。

「多くの方に桜を見てほしい」そう語る阿部さん

※	今まで毎号掲載していた当
コーナーですが、今後は不
定期での掲載となります。
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